
メキシコで伝来続くトウモロコシ栽培。だが、ＴＰＰ
のモデルでもある北米自由貿易協定（NAFTA）を
1994年に批准して以来、輸入トウモロコシの廉価
に押され赤字農家が増えた。先祖伝来の農地を捨
てられず、自家消費のための栽培が続いている。
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２
０
１
５
年
１０
月
５
日
、
ア
メ
リ
カ

の
ア
ト
ラ
ン
タ
市
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会

合
で
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
交
渉
参
加
国
１２
ヵ
国
の
利
害
対

立
か
ら
「
漂
流
」
の
予
想
ま
で
あ
っ

た
こ
と
を
思
う
と
、
じ
つ
に
唐
突
な
印

象
を
与
え
る
大
筋
合
意
で
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
究
極
の
自
由
貿
易
協
定
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
関
税
の
完
全
撤

廃
、
貿
易
、
投
資
、
越
境
サ
ー
ビ
ス

な
ど
す
べ
て
の
国
際
取
引
で
の
障
壁
の

撤
廃
を
目
的
と
し
ま
す
。
農
業
、
食
の

安
全
、
環
境
、
保
健
医
療
、
保
険
、

労
働
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
日
本
と
海
外
の
市
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、
「
保
秘

義
務
契
約
」
に
よ
り
協
定
草
稿
も
交
渉

内
容
も
秘
密
扱
い
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
１０
月
５
日
に
や
っ
と
『
Ｔ

Ｐ
Ｐ
概
要
』
を
、
１１
月
５
日
に
『
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
暫
定
案
文
等
』
を
公
表
し
ま

し
た
。
し
か
し
公
開
資
料
や
政
府
の
説

明
で
は
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
核

心
部
分
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
す
。

そ
の
秘
密
主
義
に
つ
い
て
、
日
本
の

交
渉
参
加
以
前
か
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ「
サ
ー
ド
・
ワ
ー
ル
ド
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
な
ど
が
市
民
の
立
場
で
情
報

公
開
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

日
本
政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
を
し

た
翌
年
の
１２
年
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
や
Ａ
Ｍ
ネ
ッ

ト
が
中
心
と
な
り
、
情
報
公
開
と
市
民

と
の
協
議
を
求
め
る
全
国
組
織
「
市
民

と
政
府
Ｔ
Ｐ
Ｐ
意
見
交
換
会
・
全
国
実

行
員
会
」
を
発
足
。
政
府
と
折
衝
を

重
ね
、
同
年
、
東
京
都
、
大
阪
市
、

愛
知
県
一
宮
市
で
市
民
と
政
府
高
官
と

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
意
見
交
換
会
を
実
現
し
ま
し

た
。１３

年
の
政
府
に
情
報
開
示
を
求
め
る

要
請
で
３
８
０
団
体
の
賛
同
署
名
を
政

府
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
本
部
（
以
下
、
対
策

本
部
）
に
提
出
し
、
１４
年
２
月
に
は

情
報
開
示
を
求
め
る
国
会
議
員
と
の
共

同
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
筋
合
意
を
受
け
、
１５
年
６

月
か
ら
行
っ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
透
明
性
」

を
求
め
る
対
政
府
要
請
へ
の
署
名
活
動

で
集
ま
っ
た
１
１
５
団
体
（
構
成
員
数

で
３
０
０
万
人
超
）
の
署
名
を
対
策
本

部
に
提
出
し
、
そ
の
際
、
賛
同
し
た
農

民
団
体
、
生
協
、
医
療
団
体
、
違
憲

訴
訟
の
会
、
学
者
の
会
な
ど
と
共
に
政

府
参
事
官
に
面
会
し
ま
し
た
。

た
だ
残
念
な
の
は
、
１３
年
の
要
請
書

で
も
今
回
の
要
請
書
で
も
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
反

応
が
鈍
い
こ
と
で
す
。
賛
同
団
体
の
数

は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

対
策
本
部
と
の
面
会
で
明
ら
か
に
な

っ
た
重
要
点
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
英
語
で
公
開
さ
れ
た
協
定
本
文
の

日
本
語
訳
は
、
協
定
締
結
ま
で
つ
く
ら

な
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
２
国
間
交

渉
の
交
換
文
書
は
２
国
が
合
意
し
な
け

れ
ば
非
公
開
と
い
う
こ
と
で
す
。

協
定
本
文
は
英
語
で
１
０
０
０
ペ
ー

ジ
、
付
属
文
書
を
加
え
る
と
３
０
０
０

ペ
ー
ジ
超
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
し

て
、
１０
月
５
日
の
日
本
政
府
公
表
の「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
概
要
」
は
９７
ペ
ー
ジ
。
一
つ
一

つ
の
条
項
は
英
語
本
文
や
付
属
文
書
を

当
た
ら
ね
ば
正
確
に
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
２
国

間
の
交
換
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
市
民
が
知
り
得
な
い
内
容
が

非
公
開
の
「
秘
密
文
書
」
に
差
し
込

ま
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
団

体
な
ど
か
ら
あ
が
っ
た
食
の
安
全
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
に
対
し
、
政

府
は
「
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
衛
生
植
物
検
疫
措
置
（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）

を
踏
ま
え
た
規
定
な
の
で
心
配
無
用
」

と
説
明
し
ま
す
。
し
か
し
英
文
協
定
本

文
で
は
、
輸
入
港
検
査
で
の
決
定
に
訴

え
を
申
し
立
て
る
権
利
を
輸
出
業
者
に

供
与
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
市
民
組
織
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
は
、
「
こ
の
規
定
は
、

輸
入
食
品
に
対
す
る
厳
格
な
監
視
を
食

品
安
全
検
査
官
に
自
粛
さ
せ
る
」
と
し

て
批
判
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
公
的
保
険
・
薬
価
制
度
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
医
療
関
係
者
や
患

者
団
体
に
「
国
民
皆
保
険
，
公
的
薬

価
制
度
の
仕
組
み
を
改
悪
し
な
い
」
と

明
言
し
ま
す
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
付
属
文
書
に
よ

れ
ば
、
医
薬
品
企
業
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

諸
国
の
保
険
制
度
に
不
満
が
あ
れ
ば
、

そ
の
国
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
薬
価
制
度
な
ど
の
「
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
適
切
な
複
数
の
ポ
イ
ン
ト

で
」、
償
還
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
行

う
機
会
を
外
国
の
製
薬
企
業
に
与
え
る

よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す

る
学
者
の
会
は
声
明
で
「
こ
の
規
定
は

国
民
皆
保
険
制
度
を
内
側
か
ら
食
い
破

る
」
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
核
心
は
、
秘
密
主
義

と
外
国
企
業
の
利
益
優
遇
に
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条

項
。
投
資
の
自
由
が
阻
害
さ
れ
た
と
考

え
る
企
業
は
、
そ
の
国
や
自
治
体
を
世

界
銀
行
傘
下
の
「
国
際
投
資
紛
争
解
決

セ
ン
タ
ー
」
に
訴
え
、
莫
大
な
損
害

賠
償
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
企
業
は
こ
の
仲
裁
で
負
け
た

こ
と
が
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
「
公
共
政
策
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
訴

訟
の
対
象
外
」
と
説
明
し
ま
す
が
、

英
語
版
文
書
で
は
天
然
資
源
の
独
占
的

な
採
取
権
の
付
与
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
行
政
措
置
が
訴
訟
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

日
本
人
の
不
利
益
を
言
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム
や
マ
レ

ー
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
チ
リ
な
ど
交
渉

参
加
国
で
市
民
の
公
共
財
が
、
外
国
企

業
の
草
刈
り
場
に
さ
れ
る
構
造
な
の
で

す
。
ま
さ
に
市
民
不
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
よ
る
争
奪
戦
で
す
。

先
進
国
で
あ
れ
途
上
国
で
あ
れ
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
市
民
の
利
益
を
犠
牲
に
し
、
強
い

企
業
が
儲
け
る
権
利
を
保
障
す
る
協
定

で
す
。
な
の
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
多
く
が
こ

の
問
題
に
関
心
を
向
け
な
い
こ
と
が
不

思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

国
と
国
、
企
業
と
企
業
の
勝
ち
負
け
で

は
な
く
、
国
を
越
え
て
市
民
の
権
利
を

ど
う
守
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

も
っ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨年10月、TPPの大筋合意が発表された。これを受け、日本の
農業の将来を危ぶむ報道が繰り返されている。だが農業に留まら
ない。食の安全、環境、保健医療、保険、公共サービスなどあらゆ
る分野が、外国企業の利益のために、根底から崩されようとして
いる。その協定内容も秘密にされたままである。TPPは日本と海
外の市民生活をどこに導くのか。

［特集］ＴＰＰ大筋合意から見えること

ＴＰＰは
日本と海外の市民を
どこに導くのか

市
民
不
在
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

―

な
ぜ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
声
を
上
げ
な
い
の
か―

Ｊ
Ｖ
Ｃ
代
表
理
事　

谷
山 

博
史

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
と
海
外
の
市
民
社
会
の
活
動
基
盤
を
切
り
崩
す
。

市
民
生
活
に
関
わ
る
国
や
自
治
体
の
公
共
政
策
が
、海
外
の
投
資
家
の
訴

え
で
国
の
裁
判
所
の
裁
定
を
経
ず
に
変
え
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

だ
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
完
全
な
秘
密
主
義
に
貫
か
れ
、協
定
内
容
の
す
べ

て
が
国
民
・
市
民
の
関
与
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
問
題
点
の
整
理
と
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。
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Ｐ
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、
１０
月
５
日
の
日
本
政
府
公
表
の「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
概
要
」
は
９７
ペ
ー
ジ
。
一
つ
一

つ
の
条
項
は
英
語
本
文
や
付
属
文
書
を

当
た
ら
ね
ば
正
確
に
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
２
国

間
の
交
換
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
市
民
が
知
り
得
な
い
内
容
が

非
公
開
の
「
秘
密
文
書
」
に
差
し
込

ま
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
団

体
な
ど
か
ら
あ
が
っ
た
食
の
安
全
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
に
対
し
、
政

府
は
「
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
衛
生
植
物
検
疫
措
置
（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）

を
踏
ま
え
た
規
定
な
の
で
心
配
無
用
」

と
説
明
し
ま
す
。
し
か
し
英
文
協
定
本

文
で
は
、
輸
入
港
検
査
で
の
決
定
に
訴

え
を
申
し
立
て
る
権
利
を
輸
出
業
者
に

供
与
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
市
民
組
織
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
は
、
「
こ
の
規
定
は
、

輸
入
食
品
に
対
す
る
厳
格
な
監
視
を
食

品
安
全
検
査
官
に
自
粛
さ
せ
る
」
と
し

て
批
判
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
公
的
保
険
・
薬
価
制
度
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
医
療
関
係
者
や
患

者
団
体
に
「
国
民
皆
保
険
，
公
的
薬

価
制
度
の
仕
組
み
を
改
悪
し
な
い
」
と

明
言
し
ま
す
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
付
属
文
書
に
よ

れ
ば
、
医
薬
品
企
業
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

諸
国
の
保
険
制
度
に
不
満
が
あ
れ
ば
、

そ
の
国
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
薬
価
制
度
な
ど
の
「
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
適
切
な
複
数
の
ポ
イ
ン
ト

で
」、
償
還
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
行

う
機
会
を
外
国
の
製
薬
企
業
に
与
え
る

よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す

る
学
者
の
会
は
声
明
で
「
こ
の
規
定
は

国
民
皆
保
険
制
度
を
内
側
か
ら
食
い
破

る
」
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
核
心
は
、
秘
密
主
義

と
外
国
企
業
の
利
益
優
遇
に
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条

項
。
投
資
の
自
由
が
阻
害
さ
れ
た
と
考

え
る
企
業
は
、
そ
の
国
や
自
治
体
を
世

界
銀
行
傘
下
の
「
国
際
投
資
紛
争
解
決

セ
ン
タ
ー
」
に
訴
え
、
莫
大
な
損
害

賠
償
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
企
業
は
こ
の
仲
裁
で
負
け
た

こ
と
が
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
「
公
共
政
策
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
訴

訟
の
対
象
外
」
と
説
明
し
ま
す
が
、

英
語
版
文
書
で
は
天
然
資
源
の
独
占
的

な
採
取
権
の
付
与
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
行
政
措
置
が
訴
訟
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

日
本
人
の
不
利
益
を
言
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム
や
マ
レ

ー
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
チ
リ
な
ど
交
渉

参
加
国
で
市
民
の
公
共
財
が
、
外
国
企

業
の
草
刈
り
場
に
さ
れ
る
構
造
な
の
で

す
。
ま
さ
に
市
民
不
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
よ
る
争
奪
戦
で
す
。

先
進
国
で
あ
れ
途
上
国
で
あ
れ
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
市
民
の
利
益
を
犠
牲
に
し
、
強
い

企
業
が
儲
け
る
権
利
を
保
障
す
る
協
定

で
す
。
な
の
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
多
く
が
こ

の
問
題
に
関
心
を
向
け
な
い
こ
と
が
不

思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

国
と
国
、
企
業
と
企
業
の
勝
ち
負
け
で

は
な
く
、
国
を
越
え
て
市
民
の
権
利
を

ど
う
守
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

も
っ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2012年5月22日市民の要請で初めて開催された市民と政
府の東京意見交換会。政府からは内閣官房の政務官や審議
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い
ま
だ
に
不
透
明
な

交
渉
内
容

Ｊ
Ｖ
Ｃ
と「
全
国
実
行
委
員
会
」

の
取
り
組
み



２
０
１
５
年
１０
月
５
日
、
ア
メ
リ
カ

の
ア
ト
ラ
ン
タ
市
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会

合
で
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
交
渉
参
加
国
１２
ヵ
国
の
利
害
対

立
か
ら
「
漂
流
」
の
予
想
ま
で
あ
っ

た
こ
と
を
思
う
と
、
じ
つ
に
唐
突
な
印

象
を
与
え
る
大
筋
合
意
で
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
究
極
の
自
由
貿
易
協
定
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
関
税
の
完
全
撤

廃
、
貿
易
、
投
資
、
越
境
サ
ー
ビ
ス

な
ど
す
べ
て
の
国
際
取
引
で
の
障
壁
の

撤
廃
を
目
的
と
し
ま
す
。
農
業
、
食
の

安
全
、
環
境
、
保
健
医
療
、
保
険
、

労
働
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
日
本
と
海
外
の
市
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、
「
保
秘

義
務
契
約
」
に
よ
り
協
定
草
稿
も
交
渉

内
容
も
秘
密
扱
い
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
１０
月
５
日
に
や
っ
と
『
Ｔ

Ｐ
Ｐ
概
要
』
を
、
１１
月
５
日
に
『
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
暫
定
案
文
等
』
を
公
表
し
ま

は
大
き
く
な
る
。
混
合
診
療
の
導
入
で

地
域
の
医
療
格
差
は
増
大
す
る
。

　

薬
価
高
騰
、
混
合
診
療
、Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ

が
そ
ろ
え
ば
、
今
の
医
療
制
度
が
温
存

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
形
式
的
に
は
国

民
皆
保
険
制
度
が
残
っ
た
と
し
て
も
形

骸
化
が
予
想
さ
れ
る
。
米
国
の
オ
バ
マ

ケ
ア
（
注
２
）
を
見
て
も
、
誰
も
が

安
心
で
き
る
医
療
体
制
で
は
な
く
、
保

険
会
社
の
た
め
の
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
私
た
ち
が
長
い
時
間
を

か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
医
療
制
度
を

崩
壊
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
。

　

農
村
関
係
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
睨
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
組
み
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
来
て
急
速
に
進
む
の
が
、
企

業
の
農
業
参
入
を
容
易
に
す
る
制
度
改

変
だ
。
一
般
企
業
の
農
地
所
有
が
解
禁

さ
れ
た
農
業
特
区
を
手
始
め
に
、
企
業

の
農
地
所
有
が
で
き
る
制
度
変
更
は
全

国
展
開
が
進
む
可
能
性
が
大
き
い
。

　

企
業
が
安
易
に
農
業
分
野
に
入
る
こ

と
を
止
め
て
い
た
、
農
地
の
番
人
と
言

わ
れ
た
農
業
委
員
会
も
、
選
任
方
法
が

選
挙
か
ら
首
長
の
選
任
へ
と
変
更
さ
れ

て
、
そ
の
力
を
削
が
れ
た
。

　

大
き
な
資
本
力
を
も
っ
た
者
が
地
域

の
農
業
を
占
有
で
き
る
制
度
変
更
へ
の

地
な
ら
し
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
耕
作
者
主
義
で
は
大
き
な

農
場
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
っ
た
が
、

所
有
権
主
義
に
な
れ
ば
そ
の
所
有
面
積

は
際
限
な
く
大
き
く
な
る
。

　

大
資
本
は
農
地
の
買
い
あ
さ
り
と
と

も
に
、
農
場
へ
の
資
本
参
加
と
い
う
形

で
も
地
域
農
業
を
占
有
す
る
。
国
が
進

め
る
「
強
い
農
業
」
な
る
言
葉
に
乗

せ
ら
れ
、
設
備
投
資
を
し
て
い
た
農
場

は
、
終
点
の
な
い
規
模
拡
大
レ
ー
ス
を

展
開
し
巨
大
化
す
る
。
そ
の
た
び
に
、

さ
ら
な
る
資
本
を
必
要
と
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
が
参
入
す
れ
ば
、
農
場
の
買

い
占
め
が
始
ま
る
。
結
果
、
農
場
主
は
、

コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
雇
わ
れ

農
場
主
に
な
っ
て
い
く
。
集
落
の
人
が

地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
つ
く
っ
た
集

落
営
農
組
織
も
、
経
営
の
し
く
じ
り
が

巨
大
資
本
へ
の
買
い
占
め
の
橋
渡
し
と

な
り
、
下
手
す
る
と
村
ご
と
巨
大
資
本

に
吸
収
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
村
な
る
も
の

ま
で
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
最
初
に
資
本
参
加
し
た
の
が

日
本
企
業
で
も
、
い
つ
の
間
に
か
外
国

企
業
に
よ
る
買
収
は
よ
く
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
村
の
農
業
を
丸
ご
と
海
外
資
本

が
吸
収
」
は
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
だ
。
さ
ら
な
る
農
地
法
の
改
正
が
重

な
り
、
外
国
企
業
に
よ
っ
て
自
由
に
農

場
が
売
り
買
い
さ
れ
る
時
代
が
目
の
前

ま
で
来
て
い
る
と
言
え
る
。

　

す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
関
税
撤
廃

だ
け
で
も
日
本
農
業
は
丸
裸
に
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
今
の
予
想

よ
り
も
農
業
に
厳
し
い
条
件
が
次
々
と

出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
農
」
は
今
だ
け
で
は
な
く
、
次
の

世
代
、
孫
の
世
代
に
必
要
な
こ
と
な
ら

ば
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
や
る
営
み

だ
。
し
か
し
、
今
の
資
本
の
論
理
は
、

将
来
世
代
の
こ
と
な
ど
何
も
考
え
て
い

な
い
よ
う
に
振
る
舞
う
。

　

原
発
事
故
で
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を

痛
い
ほ
ど
知
ら
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
な

く
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
よ
う
な
人
の
命
を
食
い
物

に
す
る
制
度
で
世
界
の
シ
ス
テ
ム
を
変

更
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

農
の
よ
う
な
自
然
の
リ
ズ
ム
は
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
も
っ
と
も
相
性
が
悪
い
。
私
た
ち

が
何
を
大
切
に
生
き
て
い
る
の
か
が
も

っ
と
も
現
れ
る
の
が
農
業
分
野
だ
。
逆

に
言
う
と
「
農
」
を
守
る
こ
と
こ
そ

が
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
守
る
こ
と
に

な
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
農
が
守
れ
る
の
か
。

間
も
な
く
そ
の
答
え
が
出
る
。

 

し
た
。
し
か
し
公
開
資
料
や
政
府
の
説

明
で
は
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
核

心
部
分
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
す
。

そ
の
秘
密
主
義
に
つ
い
て
、
日
本
の

交
渉
参
加
以
前
か
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ「
サ
ー
ド
・
ワ
ー
ル
ド
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
な
ど
が
市
民
の
立
場
で
情
報

公
開
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

日
本
政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
を
し

た
翌
年
の
１２
年
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
や
Ａ
Ｍ
ネ
ッ

ト
が
中
心
と
な
り
、
情
報
公
開
と
市
民

と
の
協
議
を
求
め
る
全
国
組
織
「
市
民

と
政
府
Ｔ
Ｐ
Ｐ
意
見
交
換
会
・
全
国
実

行
員
会
」
を
発
足
。
政
府
と
折
衝
を

重
ね
、
同
年
、
東
京
都
、
大
阪
市
、

愛
知
県
一
宮
市
で
市
民
と
政
府
高
官
と

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
意
見
交
換
会
を
実
現
し
ま
し

た
。１３

年
の
政
府
に
情
報
開
示
を
求
め
る

要
請
で
３
８
０
団
体
の
賛
同
署
名
を
政

府
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
本
部
（
以
下
、
対
策

本
部
）
に
提
出
し
、
１４
年
２
月
に
は

情
報
開
示
を
求
め
る
国
会
議
員
と
の
共

同
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
筋
合
意
を
受
け
、
１５
年
６

月
か
ら
行
っ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
透
明
性
」

を
求
め
る
対
政
府
要
請
へ
の
署
名
活
動

で
集
ま
っ
た
１
１
５
団
体
（
構
成
員
数

で
３
０
０
万
人
超
）
の
署
名
を
対
策
本

部
に
提
出
し
、
そ
の
際
、
賛
同
し
た
農

民
団
体
、
生
協
、
医
療
団
体
、
違
憲

訴
訟
の
会
、
学
者
の
会
な
ど
と
共
に
政

府
参
事
官
に
面
会
し
ま
し
た
。

た
だ
残
念
な
の
は
、
１３
年
の
要
請
書

で
も
今
回
の
要
請
書
で
も
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
反

応
が
鈍
い
こ
と
で
す
。
賛
同
団
体
の
数

は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

対
策
本
部
と
の
面
会
で
明
ら
か
に
な

っ
た
重
要
点
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
英
語
で
公
開
さ
れ
た
協
定
本
文
の

日
本
語
訳
は
、
協
定
締
結
ま
で
つ
く
ら

な
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
２
国
間
交

渉
の
交
換
文
書
は
２
国
が
合
意
し
な
け

れ
ば
非
公
開
と
い
う
こ
と
で
す
。

協
定
本
文
は
英
語
で
１
０
０
０
ペ
ー

ジ
、
付
属
文
書
を
加
え
る
と
３
０
０
０

ペ
ー
ジ
超
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
し

て
、
１０
月
５
日
の
日
本
政
府
公
表
の「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
概
要
」
は
９７
ペ
ー
ジ
。
一
つ
一

つ
の
条
項
は
英
語
本
文
や
付
属
文
書
を

当
た
ら
ね
ば
正
確
に
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
２
国

間
の
交
換
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
市
民
が
知
り
得
な
い
内
容
が

非
公
開
の
「
秘
密
文
書
」
に
差
し
込

ま
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
団

体
な
ど
か
ら
あ
が
っ
た
食
の
安
全
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
に
対
し
、
政

府
は
「
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
衛
生
植
物
検
疫
措
置
（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）

を
踏
ま
え
た
規
定
な
の
で
心
配
無
用
」

と
説
明
し
ま
す
。
し
か
し
英
文
協
定
本

文
で
は
、
輸
入
港
検
査
で
の
決
定
に
訴

え
を
申
し
立
て
る
権
利
を
輸
出
業
者
に

供
与
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
市
民
組
織
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
は
、
「
こ
の
規
定
は
、

輸
入
食
品
に
対
す
る
厳
格
な
監
視
を
食

品
安
全
検
査
官
に
自
粛
さ
せ
る
」
と
し

て
批
判
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
公
的
保
険
・
薬
価
制
度
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
医
療
関
係
者
や
患

者
団
体
に
「
国
民
皆
保
険
，
公
的
薬

価
制
度
の
仕
組
み
を
改
悪
し
な
い
」
と

明
言
し
ま
す
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
付
属
文
書
に
よ

れ
ば
、
医
薬
品
企
業
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

諸
国
の
保
険
制
度
に
不
満
が
あ
れ
ば
、

そ
の
国
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
薬
価
制
度
な
ど
の
「
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
適
切
な
複
数
の
ポ
イ
ン
ト

で
」、
償
還
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
行

う
機
会
を
外
国
の
製
薬
企
業
に
与
え
る

よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す

る
学
者
の
会
は
声
明
で
「
こ
の
規
定
は

国
民
皆
保
険
制
度
を
内
側
か
ら
食
い
破

る
」
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
核
心
は
、
秘
密
主
義

と
外
国
企
業
の
利
益
優
遇
に
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条

項
。
投
資
の
自
由
が
阻
害
さ
れ
た
と
考

え
る
企
業
は
、
そ
の
国
や
自
治
体
を
世

界
銀
行
傘
下
の
「
国
際
投
資
紛
争
解
決

セ
ン
タ
ー
」
に
訴
え
、
莫
大
な
損
害

賠
償
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
企
業
は
こ
の
仲
裁
で
負
け
た

こ
と
が
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
「
公
共
政
策
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
訴

訟
の
対
象
外
」
と
説
明
し
ま
す
が
、

英
語
版
文
書
で
は
天
然
資
源
の
独
占
的

な
採
取
権
の
付
与
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
行
政
措
置
が
訴
訟
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

日
本
人
の
不
利
益
を
言
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム
や
マ
レ

ー
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
チ
リ
な
ど
交
渉

参
加
国
で
市
民
の
公
共
財
が
、
外
国
企

業
の
草
刈
り
場
に
さ
れ
る
構
造
な
の
で

す
。
ま
さ
に
市
民
不
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
よ
る
争
奪
戦
で
す
。

先
進
国
で
あ
れ
途
上
国
で
あ
れ
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
市
民
の
利
益
を
犠
牲
に
し
、
強
い

企
業
が
儲
け
る
権
利
を
保
障
す
る
協
定

で
す
。
な
の
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
多
く
が
こ

の
問
題
に
関
心
を
向
け
な
い
こ
と
が
不

思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

国
と
国
、
企
業
と
企
業
の
勝
ち
負
け
で

は
な
く
、
国
を
越
え
て
市
民
の
権
利
を

ど
う
守
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

も
っ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
共
交
通
手
段
が
発
達
し
て
な
い
地

域
で
は
、
就
職
し
た
て
の
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
ほ
ぼ
一
人
一
台
、
足
と
し

て
活
躍
す
る
の
が
軽
自
動
車
だ
。
税
率

は
安
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
（
自
家
用
で

７
２
０
０
円
）。
と
こ
ろ
が
、
米
国
の

自
動
車
の
規
格
に
「
軽
」
は
な
く
、

そ
の
税
率
の
安
さ
が
「
非
関
税
障
壁
」

だ
と
難
癖
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
後
の
制
度
変
更
で
は
な
く
、
今

春
か
ら
軽
自
動
車
は
税
率
１
・
５
倍
の

１
万
８
０
０
円
に
ア
ッ
プ
し
た
。

２
０
１
４
年
１０
月
。
郵
便
局
で
、
米
国

の
医
療
保
険
会
社
ア
フ
ラ
ッ
ク
社
の
ガ

ン
保
険
販
売
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
睨
ん
だ
も
の
。
直
前
ま
で
国
内

保
険
会
社
の
保
険
を
販
売
予
定
だ
っ
た

の
が
、
鶴
の
一
声
で
の
変
更
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
話
題
に
な
っ
た
頃
か
ら
注

視
し
て
い
た
人
に
は
、
国
内
制
度
の
変

更
が
国
内
事
情
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は

分
か
る
。
だ
が
多
く
の
人
に
は
、
何
の

力
が
働
い
た
か
に
は
考
え
が
及
ば
な
い

の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
怖
い
の
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
体
で

の
変
更
で
は
な
く
、
軽
自
動
車
税
の
よ

う
に
、
米
国
な
ど
の
思
い
を
忖
度
し
て
、

相
手
の
要
求
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
巧
み

に
制
度
変
更
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
後
か
ら
、
政
府

が
さ
か
ん
に
説
明
す
る
「
国
民
健
康
保

険
や
食
品
の
安
全
基
準
な
ど
は
影
響
な

い
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
医
薬
品
の
開
発
デ
ー
タ

の
保
護
期
間
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。

短
く
し
た
い
日
本
と
、
で
き
る
だ
け
長

い
期
間
に
し
た
い
米
国
と
で
妥
協
点
が

見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
玉

虫
色
で
の
大
筋
合
意
だ
。

　

日
本
で
は
今
後
、
米
国
企
業
の
意
向

な
ど
で
薬
価
は
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。
日

本
で
は
、
ガ
ン
な
ど
特
定
薬
を
除
け
ば
、

病
院
で
の
薬
価
は
安
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
ま
だ
病
院
に
行
き
や
す
い
医

療
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

だ
が
そ
の
安
さ
に
「
自
由
競
争
の
阻

害
だ
」
と
米
国
企
業
が
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条
項

を
使
い
提
訴
す
る
可
能
性
は
あ
る
（
囲

み
記
事
）。
そ
う
な
る
と
、
国
民
の
生

活
を
守
る
た
め
で
は
な
く
、
企
業
が
儲

け
る
た
め
の
薬
価
に
変
更
さ
れ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
に
ら
ん
で
、
混
合
診
療（
注

１
）
が
で
き
る
国
家
戦
略
特
区
も
で
き

た
。
ア
リ
の
一
穴
で
、
次
第
に
こ
の
穴

2015年11月13日、同日行った対政府要請の報告集会。
TPPに反対する主だった団体が多数参加した。 

2015年11月13日、「ＴＰＰの透明性」を求める
対政府要請をTPP政府対策本部に手交した。

［特集］ＴＰＰ大筋合意から見えること
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Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条
項
か
ら
見
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ



２
０
１
５
年
１０
月
５
日
、
ア
メ
リ
カ

の
ア
ト
ラ
ン
タ
市
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会

合
で
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
交
渉
参
加
国
１２
ヵ
国
の
利
害
対

立
か
ら
「
漂
流
」
の
予
想
ま
で
あ
っ

た
こ
と
を
思
う
と
、
じ
つ
に
唐
突
な
印

象
を
与
え
る
大
筋
合
意
で
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
究
極
の
自
由
貿
易
協
定
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
関
税
の
完
全
撤

廃
、
貿
易
、
投
資
、
越
境
サ
ー
ビ
ス

な
ど
す
べ
て
の
国
際
取
引
で
の
障
壁
の

撤
廃
を
目
的
と
し
ま
す
。
農
業
、
食
の

安
全
、
環
境
、
保
健
医
療
、
保
険
、

労
働
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
日
本
と
海
外
の
市
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、
「
保
秘

義
務
契
約
」
に
よ
り
協
定
草
稿
も
交
渉

内
容
も
秘
密
扱
い
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
１０
月
５
日
に
や
っ
と
『
Ｔ

Ｐ
Ｐ
概
要
』
を
、
１１
月
５
日
に
『
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
暫
定
案
文
等
』
を
公
表
し
ま

は
大
き
く
な
る
。
混
合
診
療
の
導
入
で

地
域
の
医
療
格
差
は
増
大
す
る
。

　

薬
価
高
騰
、
混
合
診
療
、Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ

が
そ
ろ
え
ば
、
今
の
医
療
制
度
が
温
存

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
形
式
的
に
は
国

民
皆
保
険
制
度
が
残
っ
た
と
し
て
も
形

骸
化
が
予
想
さ
れ
る
。
米
国
の
オ
バ
マ

ケ
ア
（
注
２
）
を
見
て
も
、
誰
も
が

安
心
で
き
る
医
療
体
制
で
は
な
く
、
保

険
会
社
の
た
め
の
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
私
た
ち
が
長
い
時
間
を

か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
医
療
制
度
を

崩
壊
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
。

　

農
村
関
係
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
睨
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
組
み
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
来
て
急
速
に
進
む
の
が
、
企

業
の
農
業
参
入
を
容
易
に
す
る
制
度
改

変
だ
。
一
般
企
業
の
農
地
所
有
が
解
禁

さ
れ
た
農
業
特
区
を
手
始
め
に
、
企
業

の
農
地
所
有
が
で
き
る
制
度
変
更
は
全

国
展
開
が
進
む
可
能
性
が
大
き
い
。

　

企
業
が
安
易
に
農
業
分
野
に
入
る
こ

と
を
止
め
て
い
た
、
農
地
の
番
人
と
言

わ
れ
た
農
業
委
員
会
も
、
選
任
方
法
が

選
挙
か
ら
首
長
の
選
任
へ
と
変
更
さ
れ

て
、
そ
の
力
を
削
が
れ
た
。

　

大
き
な
資
本
力
を
も
っ
た
者
が
地
域

の
農
業
を
占
有
で
き
る
制
度
変
更
へ
の

地
な
ら
し
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
耕
作
者
主
義
で
は
大
き
な

農
場
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
っ
た
が
、

所
有
権
主
義
に
な
れ
ば
そ
の
所
有
面
積

は
際
限
な
く
大
き
く
な
る
。

　

大
資
本
は
農
地
の
買
い
あ
さ
り
と
と

も
に
、
農
場
へ
の
資
本
参
加
と
い
う
形

で
も
地
域
農
業
を
占
有
す
る
。
国
が
進

め
る
「
強
い
農
業
」
な
る
言
葉
に
乗

せ
ら
れ
、
設
備
投
資
を
し
て
い
た
農
場

は
、
終
点
の
な
い
規
模
拡
大
レ
ー
ス
を

展
開
し
巨
大
化
す
る
。
そ
の
た
び
に
、

さ
ら
な
る
資
本
を
必
要
と
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
が
参
入
す
れ
ば
、
農
場
の
買

い
占
め
が
始
ま
る
。
結
果
、
農
場
主
は
、

コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
雇
わ
れ

農
場
主
に
な
っ
て
い
く
。
集
落
の
人
が

地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
つ
く
っ
た
集

落
営
農
組
織
も
、
経
営
の
し
く
じ
り
が

巨
大
資
本
へ
の
買
い
占
め
の
橋
渡
し
と

な
り
、
下
手
す
る
と
村
ご
と
巨
大
資
本

に
吸
収
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
村
な
る
も
の

ま
で
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
最
初
に
資
本
参
加
し
た
の
が

日
本
企
業
で
も
、
い
つ
の
間
に
か
外
国

企
業
に
よ
る
買
収
は
よ
く
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
村
の
農
業
を
丸
ご
と
海
外
資
本

が
吸
収
」
は
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
だ
。
さ
ら
な
る
農
地
法
の
改
正
が
重

な
り
、
外
国
企
業
に
よ
っ
て
自
由
に
農

場
が
売
り
買
い
さ
れ
る
時
代
が
目
の
前

ま
で
来
て
い
る
と
言
え
る
。

　

す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
関
税
撤
廃

だ
け
で
も
日
本
農
業
は
丸
裸
に
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
今
の
予
想

よ
り
も
農
業
に
厳
し
い
条
件
が
次
々
と

出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
農
」
は
今
だ
け
で
は
な
く
、
次
の

世
代
、
孫
の
世
代
に
必
要
な
こ
と
な
ら

ば
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
や
る
営
み

だ
。
し
か
し
、
今
の
資
本
の
論
理
は
、

将
来
世
代
の
こ
と
な
ど
何
も
考
え
て
い

な
い
よ
う
に
振
る
舞
う
。

　

原
発
事
故
で
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を

痛
い
ほ
ど
知
ら
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
な

く
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
よ
う
な
人
の
命
を
食
い
物

に
す
る
制
度
で
世
界
の
シ
ス
テ
ム
を
変

更
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

農
の
よ
う
な
自
然
の
リ
ズ
ム
は
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
も
っ
と
も
相
性
が
悪
い
。
私
た
ち

が
何
を
大
切
に
生
き
て
い
る
の
か
が
も

っ
と
も
現
れ
る
の
が
農
業
分
野
だ
。
逆

に
言
う
と
「
農
」
を
守
る
こ
と
こ
そ

が
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
守
る
こ
と
に

な
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
農
が
守
れ
る
の
か
。

間
も
な
く
そ
の
答
え
が
出
る
。

 

し
た
。
し
か
し
公
開
資
料
や
政
府
の
説

明
で
は
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
核

心
部
分
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
す
。

そ
の
秘
密
主
義
に
つ
い
て
、
日
本
の

交
渉
参
加
以
前
か
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ「
サ
ー
ド
・
ワ
ー
ル
ド
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
な
ど
が
市
民
の
立
場
で
情
報

公
開
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

日
本
政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
を
し

た
翌
年
の
１２
年
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
や
Ａ
Ｍ
ネ
ッ

ト
が
中
心
と
な
り
、
情
報
公
開
と
市
民

と
の
協
議
を
求
め
る
全
国
組
織
「
市
民

と
政
府
Ｔ
Ｐ
Ｐ
意
見
交
換
会
・
全
国
実

行
員
会
」
を
発
足
。
政
府
と
折
衝
を

重
ね
、
同
年
、
東
京
都
、
大
阪
市
、

愛
知
県
一
宮
市
で
市
民
と
政
府
高
官
と

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
意
見
交
換
会
を
実
現
し
ま
し

た
。１３

年
の
政
府
に
情
報
開
示
を
求
め
る

要
請
で
３
８
０
団
体
の
賛
同
署
名
を
政

府
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
本
部
（
以
下
、
対
策

本
部
）
に
提
出
し
、
１４
年
２
月
に
は

情
報
開
示
を
求
め
る
国
会
議
員
と
の
共

同
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
筋
合
意
を
受
け
、
１５
年
６

月
か
ら
行
っ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
透
明
性
」

を
求
め
る
対
政
府
要
請
へ
の
署
名
活
動

で
集
ま
っ
た
１
１
５
団
体
（
構
成
員
数

で
３
０
０
万
人
超
）
の
署
名
を
対
策
本

部
に
提
出
し
、
そ
の
際
、
賛
同
し
た
農

民
団
体
、
生
協
、
医
療
団
体
、
違
憲

訴
訟
の
会
、
学
者
の
会
な
ど
と
共
に
政

府
参
事
官
に
面
会
し
ま
し
た
。

た
だ
残
念
な
の
は
、
１３
年
の
要
請
書

で
も
今
回
の
要
請
書
で
も
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
反

応
が
鈍
い
こ
と
で
す
。
賛
同
団
体
の
数

は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

対
策
本
部
と
の
面
会
で
明
ら
か
に
な

っ
た
重
要
点
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
英
語
で
公
開
さ
れ
た
協
定
本
文
の

日
本
語
訳
は
、
協
定
締
結
ま
で
つ
く
ら

な
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
２
国
間
交

渉
の
交
換
文
書
は
２
国
が
合
意
し
な
け

れ
ば
非
公
開
と
い
う
こ
と
で
す
。

協
定
本
文
は
英
語
で
１
０
０
０
ペ
ー

ジ
、
付
属
文
書
を
加
え
る
と
３
０
０
０

ペ
ー
ジ
超
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
し

て
、
１０
月
５
日
の
日
本
政
府
公
表
の「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
概
要
」
は
９７
ペ
ー
ジ
。
一
つ
一

つ
の
条
項
は
英
語
本
文
や
付
属
文
書
を

当
た
ら
ね
ば
正
確
に
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
２
国

間
の
交
換
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
市
民
が
知
り
得
な
い
内
容
が

非
公
開
の
「
秘
密
文
書
」
に
差
し
込

ま
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
団

体
な
ど
か
ら
あ
が
っ
た
食
の
安
全
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
に
対
し
、
政

府
は
「
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
衛
生
植
物
検
疫
措
置
（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）

を
踏
ま
え
た
規
定
な
の
で
心
配
無
用
」

と
説
明
し
ま
す
。
し
か
し
英
文
協
定
本

文
で
は
、
輸
入
港
検
査
で
の
決
定
に
訴

え
を
申
し
立
て
る
権
利
を
輸
出
業
者
に

供
与
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
市
民
組
織
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
は
、
「
こ
の
規
定
は
、

輸
入
食
品
に
対
す
る
厳
格
な
監
視
を
食

品
安
全
検
査
官
に
自
粛
さ
せ
る
」
と
し

て
批
判
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
公
的
保
険
・
薬
価
制
度
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
医
療
関
係
者
や
患

者
団
体
に
「
国
民
皆
保
険
，
公
的
薬

価
制
度
の
仕
組
み
を
改
悪
し
な
い
」
と

明
言
し
ま
す
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
付
属
文
書
に
よ

れ
ば
、
医
薬
品
企
業
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

諸
国
の
保
険
制
度
に
不
満
が
あ
れ
ば
、

そ
の
国
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
薬
価
制
度
な
ど
の
「
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
適
切
な
複
数
の
ポ
イ
ン
ト

で
」、
償
還
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
行

う
機
会
を
外
国
の
製
薬
企
業
に
与
え
る

よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す

る
学
者
の
会
は
声
明
で
「
こ
の
規
定
は

国
民
皆
保
険
制
度
を
内
側
か
ら
食
い
破

る
」
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
核
心
は
、
秘
密
主
義

と
外
国
企
業
の
利
益
優
遇
に
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条

項
。
投
資
の
自
由
が
阻
害
さ
れ
た
と
考

え
る
企
業
は
、
そ
の
国
や
自
治
体
を
世

界
銀
行
傘
下
の
「
国
際
投
資
紛
争
解
決

セ
ン
タ
ー
」
に
訴
え
、
莫
大
な
損
害

賠
償
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
企
業
は
こ
の
仲
裁
で
負
け
た

こ
と
が
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
「
公
共
政
策
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
訴

訟
の
対
象
外
」
と
説
明
し
ま
す
が
、

英
語
版
文
書
で
は
天
然
資
源
の
独
占
的

な
採
取
権
の
付
与
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
行
政
措
置
が
訴
訟
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

日
本
人
の
不
利
益
を
言
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム
や
マ
レ

ー
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
チ
リ
な
ど
交
渉

参
加
国
で
市
民
の
公
共
財
が
、
外
国
企

業
の
草
刈
り
場
に
さ
れ
る
構
造
な
の
で

す
。
ま
さ
に
市
民
不
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
よ
る
争
奪
戦
で
す
。

先
進
国
で
あ
れ
途
上
国
で
あ
れ
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
市
民
の
利
益
を
犠
牲
に
し
、
強
い

企
業
が
儲
け
る
権
利
を
保
障
す
る
協
定

で
す
。
な
の
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
多
く
が
こ

の
問
題
に
関
心
を
向
け
な
い
こ
と
が
不

思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

国
と
国
、
企
業
と
企
業
の
勝
ち
負
け
で

は
な
く
、
国
を
越
え
て
市
民
の
権
利
を

ど
う
守
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

も
っ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
共
交
通
手
段
が
発
達
し
て
な
い
地

域
で
は
、
就
職
し
た
て
の
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
ほ
ぼ
一
人
一
台
、
足
と
し

て
活
躍
す
る
の
が
軽
自
動
車
だ
。
税
率

は
安
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
（
自
家
用
で

７
２
０
０
円
）。
と
こ
ろ
が
、
米
国
の

自
動
車
の
規
格
に
「
軽
」
は
な
く
、

そ
の
税
率
の
安
さ
が
「
非
関
税
障
壁
」

だ
と
難
癖
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
後
の
制
度
変
更
で
は
な
く
、
今

春
か
ら
軽
自
動
車
は
税
率
１
・
５
倍
の

１
万
８
０
０
円
に
ア
ッ
プ
し
た
。

２
０
１
４
年
１０
月
。
郵
便
局
で
、
米
国

の
医
療
保
険
会
社
ア
フ
ラ
ッ
ク
社
の
ガ

ン
保
険
販
売
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
睨
ん
だ
も
の
。
直
前
ま
で
国
内

保
険
会
社
の
保
険
を
販
売
予
定
だ
っ
た

の
が
、
鶴
の
一
声
で
の
変
更
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
話
題
に
な
っ
た
頃
か
ら
注

視
し
て
い
た
人
に
は
、
国
内
制
度
の
変

更
が
国
内
事
情
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は

分
か
る
。
だ
が
多
く
の
人
に
は
、
何
の

力
が
働
い
た
か
に
は
考
え
が
及
ば
な
い

の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
怖
い
の
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
体
で

の
変
更
で
は
な
く
、
軽
自
動
車
税
の
よ

う
に
、
米
国
な
ど
の
思
い
を
忖
度
し
て
、

相
手
の
要
求
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
巧
み

に
制
度
変
更
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
後
か
ら
、
政
府

が
さ
か
ん
に
説
明
す
る
「
国
民
健
康
保

険
や
食
品
の
安
全
基
準
な
ど
は
影
響
な

い
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
医
薬
品
の
開
発
デ
ー
タ

の
保
護
期
間
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。

短
く
し
た
い
日
本
と
、
で
き
る
だ
け
長

い
期
間
に
し
た
い
米
国
と
で
妥
協
点
が

見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
玉

虫
色
で
の
大
筋
合
意
だ
。

　

日
本
で
は
今
後
、
米
国
企
業
の
意
向

な
ど
で
薬
価
は
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。
日

本
で
は
、
ガ
ン
な
ど
特
定
薬
を
除
け
ば
、

病
院
で
の
薬
価
は
安
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
ま
だ
病
院
に
行
き
や
す
い
医

療
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

だ
が
そ
の
安
さ
に
「
自
由
競
争
の
阻

害
だ
」
と
米
国
企
業
が
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条
項

を
使
い
提
訴
す
る
可
能
性
は
あ
る
（
囲

み
記
事
）。
そ
う
な
る
と
、
国
民
の
生

活
を
守
る
た
め
で
は
な
く
、
企
業
が
儲

け
る
た
め
の
薬
価
に
変
更
さ
れ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
に
ら
ん
で
、
混
合
診
療（
注

１
）
が
で
き
る
国
家
戦
略
特
区
も
で
き

た
。
ア
リ
の
一
穴
で
、
次
第
に
こ
の
穴

そ
ん
た
く

外国企業は自社製品が他国で売れない場合、「その国の制度が自由競争を阻害した」と、世界
銀行傘下の「国際投資紛争解決センター」に提訴できる。センターでは３人の判事が裁定にあ
たる。一人はその企業から、一人はその国から、そしてもう一人がその双方が共通で認めた第
三者だ。だが、そういう第三者は存在しないので、世銀総裁がその人物を選ぶ。すると、どう
しても世界銀行への出資第一位であるアメリカから選ぶことになる。果たして、米企業はＩＳＤs
裁判では不敗だ。そのたびに、その国や自治体から巨額の賠償金を得る。ＴＰＰの前身でもある
二国間協定をアメリカと結んだ韓国では、ＩＳＤs対策として、あらかじめ国内法を63も変えた。
市民にすれば法の改悪だ。日本でも、たとえば、安価を維持する薬価も、米企業が「自由競
争の阻害だ」とＩＳＤs裁判を起こせば、日本から数百億円の賠償金を得るかもしれない。それ
を避けるため、日本はあらかじめ、その企業の薬剤を高額で普及する制度をつくるかもしれな
い…。薬剤だけではなく、生活のあらゆる分野でそれが起こりうる可能性は覚えておきたい。

ＩＳＤs条項

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
合
意
し
た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
と
話
題
の
中
心
に
な
る
の
が
農

業
だ
。し
か
し
、他
の
分
野
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。す
で
に
影
響
の
出
て
き
て
い
る
分
野
も
あ
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
に
日
本

が
参
加
す
る
た
め
に
、日
米
で
の
事
前
協
議
も
行
わ
れ
て
い
た
。そ
の
中
で

多
く
の
注
文
が
付
け
ら
れ
、国
民
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
だ
と
気
づ
か
さ
れ
な
い

よ
う
に
、す
で
に
国
内
制
度
が
巧
妙
に
変
更
さ
れ
て
い
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
狙
わ
れ
て
い
る
の
は

農
業
だ
け
で
は
な
い

Ｊ
Ｖ
Ｃ
理
事　
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明 
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浩
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狙
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す
る

国
民
皆
保
険



は
大
き
く
な
る
。
混
合
診
療
の
導
入
で

地
域
の
医
療
格
差
は
増
大
す
る
。

　

薬
価
高
騰
、
混
合
診
療
、Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ

が
そ
ろ
え
ば
、
今
の
医
療
制
度
が
温
存

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
形
式
的
に
は
国

民
皆
保
険
制
度
が
残
っ
た
と
し
て
も
形

骸
化
が
予
想
さ
れ
る
。
米
国
の
オ
バ
マ

ケ
ア
（
注
２
）
を
見
て
も
、
誰
も
が

安
心
で
き
る
医
療
体
制
で
は
な
く
、
保

険
会
社
の
た
め
の
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
私
た
ち
が
長
い
時
間
を

か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
医
療
制
度
を

崩
壊
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
。

　

農
村
関
係
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
睨
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
組
み
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
来
て
急
速
に
進
む
の
が
、
企

業
の
農
業
参
入
を
容
易
に
す
る
制
度
改

変
だ
。
一
般
企
業
の
農
地
所
有
が
解
禁

さ
れ
た
農
業
特
区
を
手
始
め
に
、
企
業

の
農
地
所
有
が
で
き
る
制
度
変
更
は
全

国
展
開
が
進
む
可
能
性
が
大
き
い
。

　

企
業
が
安
易
に
農
業
分
野
に
入
る
こ

と
を
止
め
て
い
た
、
農
地
の
番
人
と
言

わ
れ
た
農
業
委
員
会
も
、
選
任
方
法
が

選
挙
か
ら
首
長
の
選
任
へ
と
変
更
さ
れ

て
、
そ
の
力
を
削
が
れ
た
。

　

大
き
な
資
本
力
を
も
っ
た
者
が
地
域

の
農
業
を
占
有
で
き
る
制
度
変
更
へ
の

地
な
ら
し
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
耕
作
者
主
義
で
は
大
き
な

農
場
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
っ
た
が
、

所
有
権
主
義
に
な
れ
ば
そ
の
所
有
面
積

は
際
限
な
く
大
き
く
な
る
。

　

大
資
本
は
農
地
の
買
い
あ
さ
り
と
と

も
に
、
農
場
へ
の
資
本
参
加
と
い
う
形

で
も
地
域
農
業
を
占
有
す
る
。
国
が
進

め
る
「
強
い
農
業
」
な
る
言
葉
に
乗

せ
ら
れ
、
設
備
投
資
を
し
て
い
た
農
場

は
、
終
点
の
な
い
規
模
拡
大
レ
ー
ス
を

展
開
し
巨
大
化
す
る
。
そ
の
た
び
に
、

さ
ら
な
る
資
本
を
必
要
と
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
が
参
入
す
れ
ば
、
農
場
の
買

い
占
め
が
始
ま
る
。
結
果
、
農
場
主
は
、

コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
雇
わ
れ

農
場
主
に
な
っ
て
い
く
。
集
落
の
人
が

地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
つ
く
っ
た
集

落
営
農
組
織
も
、
経
営
の
し
く
じ
り
が

巨
大
資
本
へ
の
買
い
占
め
の
橋
渡
し
と

な
り
、
下
手
す
る
と
村
ご
と
巨
大
資
本

に
吸
収
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
村
な
る
も
の

ま
で
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
最
初
に
資
本
参
加
し
た
の
が

日
本
企
業
で
も
、
い
つ
の
間
に
か
外
国

企
業
に
よ
る
買
収
は
よ
く
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
村
の
農
業
を
丸
ご
と
海
外
資
本

が
吸
収
」
は
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
だ
。
さ
ら
な
る
農
地
法
の
改
正
が
重

な
り
、
外
国
企
業
に
よ
っ
て
自
由
に
農

場
が
売
り
買
い
さ
れ
る
時
代
が
目
の
前

ま
で
来
て
い
る
と
言
え
る
。

　

す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
関
税
撤
廃

だ
け
で
も
日
本
農
業
は
丸
裸
に
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
今
の
予
想

よ
り
も
農
業
に
厳
し
い
条
件
が
次
々
と

出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
農
」
は
今
だ
け
で
は
な
く
、
次
の

世
代
、
孫
の
世
代
に
必
要
な
こ
と
な
ら

ば
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
や
る
営
み

だ
。
し
か
し
、
今
の
資
本
の
論
理
は
、

将
来
世
代
の
こ
と
な
ど
何
も
考
え
て
い

な
い
よ
う
に
振
る
舞
う
。

　

原
発
事
故
で
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を

痛
い
ほ
ど
知
ら
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
な

く
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
よ
う
な
人
の
命
を
食
い
物

に
す
る
制
度
で
世
界
の
シ
ス
テ
ム
を
変

更
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

農
の
よ
う
な
自
然
の
リ
ズ
ム
は
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
も
っ
と
も
相
性
が
悪
い
。
私
た
ち

が
何
を
大
切
に
生
き
て
い
る
の
か
が
も

っ
と
も
現
れ
る
の
が
農
業
分
野
だ
。
逆

に
言
う
と
「
農
」
を
守
る
こ
と
こ
そ

が
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
守
る
こ
と
に

な
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
農
が
守
れ
る
の
か
。

間
も
な
く
そ
の
答
え
が
出
る
。

 

　

公
共
交
通
手
段
が
発
達
し
て
な
い
地

域
で
は
、
就
職
し
た
て
の
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
ほ
ぼ
一
人
一
台
、
足
と
し

て
活
躍
す
る
の
が
軽
自
動
車
だ
。
税
率

は
安
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
（
自
家
用
で

７
２
０
０
円
）。
と
こ
ろ
が
、
米
国
の

自
動
車
の
規
格
に
「
軽
」
は
な
く
、

そ
の
税
率
の
安
さ
が
「
非
関
税
障
壁
」

だ
と
難
癖
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
後
の
制
度
変
更
で
は
な
く
、
今

春
か
ら
軽
自
動
車
は
税
率
１
・
５
倍
の

１
万
８
０
０
円
に
ア
ッ
プ
し
た
。

２
０
１
４
年
１０
月
。
郵
便
局
で
、
米
国

の
医
療
保
険
会
社
ア
フ
ラ
ッ
ク
社
の
ガ

ン
保
険
販
売
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
睨
ん
だ
も
の
。
直
前
ま
で
国
内

保
険
会
社
の
保
険
を
販
売
予
定
だ
っ
た

の
が
、
鶴
の
一
声
で
の
変
更
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
話
題
に
な
っ
た
頃
か
ら
注

視
し
て
い
た
人
に
は
、
国
内
制
度
の
変

更
が
国
内
事
情
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は

分
か
る
。
だ
が
多
く
の
人
に
は
、
何
の

力
が
働
い
た
か
に
は
考
え
が
及
ば
な
い

の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
怖
い
の
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
体
で

の
変
更
で
は
な
く
、
軽
自
動
車
税
の
よ

う
に
、
米
国
な
ど
の
思
い
を
忖
度
し
て
、

相
手
の
要
求
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
巧
み

に
制
度
変
更
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
後
か
ら
、
政
府

が
さ
か
ん
に
説
明
す
る
「
国
民
健
康
保

険
や
食
品
の
安
全
基
準
な
ど
は
影
響
な

い
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
医
薬
品
の
開
発
デ
ー
タ

の
保
護
期
間
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。

短
く
し
た
い
日
本
と
、
で
き
る
だ
け
長

い
期
間
に
し
た
い
米
国
と
で
妥
協
点
が

見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
玉

虫
色
で
の
大
筋
合
意
だ
。

　

日
本
で
は
今
後
、
米
国
企
業
の
意
向

な
ど
で
薬
価
は
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。
日

本
で
は
、
ガ
ン
な
ど
特
定
薬
を
除
け
ば
、

病
院
で
の
薬
価
は
安
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
ま
だ
病
院
に
行
き
や
す
い
医

療
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

だ
が
そ
の
安
さ
に
「
自
由
競
争
の
阻

害
だ
」
と
米
国
企
業
が
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条
項

を
使
い
提
訴
す
る
可
能
性
は
あ
る
（
囲

み
記
事
）。
そ
う
な
る
と
、
国
民
の
生

活
を
守
る
た
め
で
は
な
く
、
企
業
が
儲

け
る
た
め
の
薬
価
に
変
更
さ
れ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
に
ら
ん
で
、
混
合
診
療（
注

１
）
が
で
き
る
国
家
戦
略
特
区
も
で
き

た
。
ア
リ
の
一
穴
で
、
次
第
に
こ
の
穴

◎注１…一つの治療で保険診療と自由診療
とを行う行為で、例外（先進医療等）を除き
原則禁止。現状では混在するとすべてが自
由診療扱いされ、患者の医療費は10割負担
となる。だが混合診療では保険診療分は３割
負担で済むため解禁を求める声もあるが、多
くの医療団体は解禁には反対。先進医療な
どは「いずれ保険適用」との前提での混合
診療適用だが、初めから混合診療を認めれ
ば自由診療分の医療費は医療機関が自由に
設定できるためその高騰を招くからだ。

◎注2…オバマ大統領が導入した国民皆保
険制度。しかし、実質は民間保険会社に操ら
れ、患者の医療へのアクセスは狭められ、医
療費も高騰するなどの弊害を招いている。

［特集］ＴＰＰ大筋合意から見えること
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対
極
に
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は
大
き
く
な
る
。
混
合
診
療
の
導
入
で

地
域
の
医
療
格
差
は
増
大
す
る
。

　

薬
価
高
騰
、
混
合
診
療
、Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ

が
そ
ろ
え
ば
、
今
の
医
療
制
度
が
温
存

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
形
式
的
に
は
国

民
皆
保
険
制
度
が
残
っ
た
と
し
て
も
形

骸
化
が
予
想
さ
れ
る
。
米
国
の
オ
バ
マ

ケ
ア
（
注
２
）
を
見
て
も
、
誰
も
が

安
心
で
き
る
医
療
体
制
で
は
な
く
、
保

険
会
社
の
た
め
の
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
私
た
ち
が
長
い
時
間
を

か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
医
療
制
度
を

崩
壊
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
。

　

農
村
関
係
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
睨
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
組
み
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
来
て
急
速
に
進
む
の
が
、
企

業
の
農
業
参
入
を
容
易
に
す
る
制
度
改

変
だ
。
一
般
企
業
の
農
地
所
有
が
解
禁

さ
れ
た
農
業
特
区
を
手
始
め
に
、
企
業

の
農
地
所
有
が
で
き
る
制
度
変
更
は
全

国
展
開
が
進
む
可
能
性
が
大
き
い
。

　

企
業
が
安
易
に
農
業
分
野
に
入
る
こ

と
を
止
め
て
い
た
、
農
地
の
番
人
と
言

わ
れ
た
農
業
委
員
会
も
、
選
任
方
法
が

選
挙
か
ら
首
長
の
選
任
へ
と
変
更
さ
れ

て
、
そ
の
力
を
削
が
れ
た
。

　

大
き
な
資
本
力
を
も
っ
た
者
が
地
域

の
農
業
を
占
有
で
き
る
制
度
変
更
へ
の

地
な
ら
し
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
耕
作
者
主
義
で
は
大
き
な

農
場
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
っ
た
が
、

所
有
権
主
義
に
な
れ
ば
そ
の
所
有
面
積

は
際
限
な
く
大
き
く
な
る
。

　

大
資
本
は
農
地
の
買
い
あ
さ
り
と
と

も
に
、
農
場
へ
の
資
本
参
加
と
い
う
形

で
も
地
域
農
業
を
占
有
す
る
。
国
が
進

め
る
「
強
い
農
業
」
な
る
言
葉
に
乗

せ
ら
れ
、
設
備
投
資
を
し
て
い
た
農
場

は
、
終
点
の
な
い
規
模
拡
大
レ
ー
ス
を

展
開
し
巨
大
化
す
る
。
そ
の
た
び
に
、

さ
ら
な
る
資
本
を
必
要
と
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
が
参
入
す
れ
ば
、
農
場
の
買

い
占
め
が
始
ま
る
。
結
果
、
農
場
主
は
、

コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
雇
わ
れ

農
場
主
に
な
っ
て
い
く
。
集
落
の
人
が

地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
つ
く
っ
た
集

落
営
農
組
織
も
、
経
営
の
し
く
じ
り
が

巨
大
資
本
へ
の
買
い
占
め
の
橋
渡
し
と

な
り
、
下
手
す
る
と
村
ご
と
巨
大
資
本

に
吸
収
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
村
な
る
も
の

ま
で
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
最
初
に
資
本
参
加
し
た
の
が

日
本
企
業
で
も
、
い
つ
の
間
に
か
外
国

企
業
に
よ
る
買
収
は
よ
く
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
村
の
農
業
を
丸
ご
と
海
外
資
本

が
吸
収
」
は
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
だ
。
さ
ら
な
る
農
地
法
の
改
正
が
重

な
り
、
外
国
企
業
に
よ
っ
て
自
由
に
農

場
が
売
り
買
い
さ
れ
る
時
代
が
目
の
前

ま
で
来
て
い
る
と
言
え
る
。

　

す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
関
税
撤
廃

だ
け
で
も
日
本
農
業
は
丸
裸
に
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
今
の
予
想

よ
り
も
農
業
に
厳
し
い
条
件
が
次
々
と

出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
農
」
は
今
だ
け
で
は
な
く
、
次
の

世
代
、
孫
の
世
代
に
必
要
な
こ
と
な
ら

ば
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
や
る
営
み

だ
。
し
か
し
、
今
の
資
本
の
論
理
は
、

将
来
世
代
の
こ
と
な
ど
何
も
考
え
て
い

な
い
よ
う
に
振
る
舞
う
。

　

原
発
事
故
で
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を

痛
い
ほ
ど
知
ら
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
な

く
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
よ
う
な
人
の
命
を
食
い
物

に
す
る
制
度
で
世
界
の
シ
ス
テ
ム
を
変

更
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

農
の
よ
う
な
自
然
の
リ
ズ
ム
は
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
も
っ
と
も
相
性
が
悪
い
。
私
た
ち

が
何
を
大
切
に
生
き
て
い
る
の
か
が
も

っ
と
も
現
れ
る
の
が
農
業
分
野
だ
。
逆

に
言
う
と
「
農
」
を
守
る
こ
と
こ
そ

が
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
守
る
こ
と
に

な
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
農
が
守
れ
る
の
か
。

間
も
な
く
そ
の
答
え
が
出
る
。

 

　

９４
年
に
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
批
准
し
た
メ

キ
シ
コ
は
現
在
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
も
参
加

し
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
１４
年
１１
月
と
１５
年
６
月
、

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
批
准
か
ら
２０
年
を
経
た
メ

キ
シ
コ
の
今
を
確
認
す
る
た
め
、
各
地

で
取
材
を
行
っ
た
。

　

今
回
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

反
対
す
る
労
働
組
合
関
係
者
に
「
Ｎ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
時
は
な
ぜ
今
の
よ
う
な
反
対

運
動
を
し
な
か
っ
た
の
か
」
と
尋
ね
た

時
だ
っ
た
。

「
私
た
ち
は
政
府
に
騙
さ
れ
た
」

　

当
初
、
政
府
は
「
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
雇

用
が
増
え
投
資
が
進
む
」
な
ど
の
経
済

効
果
ば
か
り
を
強
調
し
、
十
分
な
情
報

公
開
や
議
論
が
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
多
く

の
国
民
が
そ
れ
を
期
待
し
た
と
い
う
。

し
か
し
そ
の
後
、
外
国
企
業
誘
致
の
た

め
国
内
で
も
自
由
化
政
策
が
ど
ん
ど
ん

進
む
一
方
、
自
主
的
活
動
の
抑
え
込
み

や
賃
上
げ
抑
制
な
ど
労
働
組
合
の
活
動

も
極
端
に
制
限
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

話
を
し
て
く
れ
た
労
組
の
一
人
は
、

「
脅
迫
を
受
け
て
い
る
た
め
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
も
名
前
は
伏
せ
て
欲
し
い
」

と
訴
え
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
取
材
で
見
た
一
面
だ
け

で
自
由
貿
易
を
批
判
で
き
な
い
。
実
際
、

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
機
に
、
米
国
か
ら
の
輸

入
に
押
さ
れ
る
主
食
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
割
に
合
わ
な
い
た
め
、
輸
出
用
の
花

の
栽
培
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
所
得
を

増
や
し
た
農
家
に
も
出
会
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
農
家
は
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
で
、
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
家

は
こ
う
語
っ
た
。

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
価
格
が
下
が
り
続
け

て
赤
字
だ
よ
。
だ
け
ど
土
地
を
手
放
す

こ
と
も
で
き
な
い
。
自
家
消
費
の
た
め

に
栽
培
し
て
い
る
」

　

一
面
に
広
が
る
美
し
い
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
畑
で
朝
早
く
か
ら
作
業
を
す
る
農
家

の
方
の
表
情
に
は
な
ん
と
も
言
え
な
い

憂
い
が
伺
え
た
。

　

メ
キ
シ
コ
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地

域
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
並
ぶ
経
済
大
国
で
あ

る
反
面
、
国
民
の
半
数
近
く
が
貧
困
状

態
に
あ
る
と
言
わ
れ
、
マ
フ
ィ
ア
に
よ

る
凶
悪
犯
罪
も
近
年
増
加
し
て
い
る
。

　

自
由
貿
易
協
定
は
、
国
民
に
豊
か
さ

を
約
束
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

新
自
由
主
義
的
な
改
革
の
も
と
で
拡

が
り
続
け
る
格
差
や
社
会
不
安
を
前
に
、

そ
れ
を
疑
問
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
メ

キ
シ
コ
の
経
験
は
、
日
本
の
将
来
を
考

え
る
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　

な
お
、こ
の
取
材
を
ま
と
め
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
自
由
貿
易
に
抗
う

人
々
』
が
制
作
さ
れ
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。 

　

公
共
交
通
手
段
が
発
達
し
て
な
い
地

域
で
は
、
就
職
し
た
て
の
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
ほ
ぼ
一
人
一
台
、
足
と
し

て
活
躍
す
る
の
が
軽
自
動
車
だ
。
税
率

は
安
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
（
自
家
用
で

７
２
０
０
円
）。
と
こ
ろ
が
、
米
国
の

自
動
車
の
規
格
に
「
軽
」
は
な
く
、

そ
の
税
率
の
安
さ
が
「
非
関
税
障
壁
」

だ
と
難
癖
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
後
の
制
度
変
更
で
は
な
く
、
今

春
か
ら
軽
自
動
車
は
税
率
１
・
５
倍
の

１
万
８
０
０
円
に
ア
ッ
プ
し
た
。

２
０
１
４
年
１０
月
。
郵
便
局
で
、
米
国

の
医
療
保
険
会
社
ア
フ
ラ
ッ
ク
社
の
ガ

ン
保
険
販
売
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
睨
ん
だ
も
の
。
直
前
ま
で
国
内

保
険
会
社
の
保
険
を
販
売
予
定
だ
っ
た

の
が
、
鶴
の
一
声
で
の
変
更
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
話
題
に
な
っ
た
頃
か
ら
注

視
し
て
い
た
人
に
は
、
国
内
制
度
の
変

更
が
国
内
事
情
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は

分
か
る
。
だ
が
多
く
の
人
に
は
、
何
の

力
が
働
い
た
か
に
は
考
え
が
及
ば
な
い

の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
怖
い
の
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
自
体
で

の
変
更
で
は
な
く
、
軽
自
動
車
税
の
よ

う
に
、
米
国
な
ど
の
思
い
を
忖
度
し
て
、

相
手
の
要
求
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
巧
み

に
制
度
変
更
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
後
か
ら
、
政
府

が
さ
か
ん
に
説
明
す
る
「
国
民
健
康
保

険
や
食
品
の
安
全
基
準
な
ど
は
影
響
な

い
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
医
薬
品
の
開
発
デ
ー
タ

の
保
護
期
間
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。

短
く
し
た
い
日
本
と
、
で
き
る
だ
け
長

い
期
間
に
し
た
い
米
国
と
で
妥
協
点
が

見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
玉

虫
色
で
の
大
筋
合
意
だ
。

　

日
本
で
は
今
後
、
米
国
企
業
の
意
向

な
ど
で
薬
価
は
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。
日

本
で
は
、
ガ
ン
な
ど
特
定
薬
を
除
け
ば
、

病
院
で
の
薬
価
は
安
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
ま
だ
病
院
に
行
き
や
す
い
医

療
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

だ
が
そ
の
安
さ
に
「
自
由
競
争
の
阻

害
だ
」
と
米
国
企
業
が
Ｉ
Ｓ
Ｄ
ｓ
条
項

を
使
い
提
訴
す
る
可
能
性
は
あ
る
（
囲

み
記
事
）。
そ
う
な
る
と
、
国
民
の
生

活
を
守
る
た
め
で
は
な
く
、
企
業
が
儲

け
る
た
め
の
薬
価
に
変
更
さ
れ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
に
ら
ん
で
、
混
合
診
療（
注

１
）
が
で
き
る
国
家
戦
略
特
区
も
で
き

た
。
ア
リ
の
一
穴
で
、
次
第
に
こ
の
穴

メキシコにおけるNAFTAの実態に迫るこ
とで自由貿易の問題点を追求するドキュメ
ンタリー映画が制作された。監督は今回
の取材にも同行されたジャーナリストの上
垣喜寛氏。2015年12月完成。

uegaki@smn.co.jp

自由貿易に抗う人々
ーNAFTAから20年ー

問い合わせ先  上垣氏メールアドレス

D V D 紹 介

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ
る
北
米
自
由
貿
易
協
定（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）。１
９

９
４
年
に
批
准
し
た
メ
キ
シ
コ
の
国
民
生
活
は
豊
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

自
由
貿
易
推
進
側
が
強
調
す
る
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
輸
出
の
増
加
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
経

済
の
指
標
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
人
々
の
生
活
の
変
化
を
探
る
た
め
、Ｊ
Ｖ

Ｃ
は
昨
年
、日
本
の
農
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
と
も
に
メ
キ
シ
コ
の
労
働
組

合
、農
民
、大
学
、女
性
市
民
団
体
、先
住
民
族
の
村
な
ど
を
訪
ね
た
。

自
由
貿
易
は
誰
を
豊
か
に
し
た
か　

〜
メ
キ
シ
コ
か
ら
学
ぶ
旅
〜

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
業
担
当　

加
藤 

真
希
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経
済
大
国
に
な
っ
て
も

増
加
す
る
貧
困

「
私
た
ち
は

政
府
に
騙
さ
れ
た
」



読者のみなさんからの 質問募集中!!

　日本全国どこからでも参加できるJVCのボランティ
アといえば、「集めて送るボランティア」。使用済みプ
リペイドカード、古切手、書き損じハガキ、不要にな
った本や貴金属。JVCがこうしたモノを収集し始めた
のは、いまから20年以上前に遡ります。いずれもボラ
ンティアさんの発案によるもので、収集から整理、寄
付までをボランティアチームが担ってきました。

郵送費の大きな味方―書き損じハガキ
　未使用の官製ハガキや年賀ハガキは、郵便局で一定の
手数料（1枚5円）を差し引いた金額分の商品（切手な
ど）と交換できることをご存知でしょうか。しかし家に
残っている数枚の書き損じハガキのために郵便局へ行く
のは手間になる。ここに目をつけたのがラオスチーム。
会社や団体からも書き損じハガキを集めて、郵便局で交
換したものをラオス事業への支援として物品寄付（切手）
してもらっています。昨年度だけでも支援額は約100
万円にのぼります。JVCでは、交換した切手を、会員
や支援者のみなさんへのお礼状や領収証の送付などに活
用しています。これが、JVCにとって郵送費の大きな
助けとなるわけです。

知られざる奥深い趣味の世界
―プリペイドカード、古切手
　かつて「趣味の王様」とも呼ばれた切手収集の切手
と同じく、テレホンカードも多様なデザインが可能な
のが魅力。限定品や非売品などの希少価値を求める収
集家の方々や、日本人にとっては見慣れた風景写真で

あっても、単純に「美しいので集めたい」と考える海
外の趣味人など、そのニーズは私たちの想像を超えて
いるようです。
　この収集を始めたのはカンボジアチーム。当初は地
道に広報していましたが、ラジオ番組の呼びかけを通
して集められたテレホンカードが大量に送られてきて
以降、話題が話題を呼んで、数多く集まるようになり
ました。収集の裏では、カードを一枚ずつ検品し、枚
数を揃えて業者さんに買い取ってもらう地道な作業が
伴います。以前に比べて下火にはなりましたが、今で
も年間18万枚が集まり、8万円の寄付につながってい
ます（昨年度実績）。
　古切手も同様に集まったものを整理して、重さで計
って買い取ってもらいます（今は1,300円/kgほど）。
使わなくなった未使用の切手も歓迎です。

お宝エイド―家に眠る意外なお宝？
　昨年から始まった古物商さんとのコラボは、昨今の
断捨離ブームにうってつけの寄付方法。使わなくなっ
たアクセサリー、価値がわからない古銭、手放せなか
ったカメラなど…査定してもらった査定額に古物商さ
んが10％上乗せした額が、JVCへの寄付になります。
モノを梱包し、ゆうパックの着払いで古物商さん宛に
送るだけでOKです。品名に「JVC宛お宝エイド」と
明記するのがポイントです。半年（2015年4～11月）
で、54人の方にご協力をいただき、約83万円のご支
援につながりました。

　　　　（広報グループ　寺西 澄子）

で めているJVC 集 モノで めているJVC 集 モノ

JVCが集めているモノの支援は、
どのように役立つのですか？

各ボランティアチームが収集・整理・換金
して、JVCに寄付してくれています。
また、断捨離ブームにピッタリの
方法も始まりました。

Vol.04

会員担当：宮西まで
お寄せください。

ご自宅や会社で捨てよう！と思っていたものが、思わぬ役に立つこと
があります。ぜひまとめてお送りください。

で めているJVC 集 モノ

プリペイドカード、

壊れた貴金属や骨董品、
使わないブランド品などは

商品券、　　　 ハガキ、インクカートリッジ

※プリペイドカードは、テレホンカード、オレンジカード、
　イオカード、パスネットのみ

※インクカートリッジは、CANON、EPSON純正品のみ

※

※ 切手

JVCへ送ってください

おたからや 目黒山手通り店

http://ngo-jvc.info/1M2UDqA
詳しくは下記のJVCのウェブサイトをご覧ください。

〒110-8605 東京都台東区上野5-3-4
クリエイティブOne秋葉原ビル6階

で めているJVC 集 モノ

使用済み 使用済み

書き損じ

1

2
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　今年の夏からメダカを飼ってい
ます。近所のお蕎麦屋さんの店先
から、我が家にやって来ました。
最初は6匹でしたが、3匹に減り、
そして今は7匹がベランダの小さ
なメダカ鉢で元気に泳いでいます。
　メダカをいただいたお蕎麦屋さ
んは、家族経営でとてもアットホ
ームなお店で、10年近く通ってい
ます。今は2代目がお蕎麦を打っ
ていますが、お父さんの時代は、
お寿司屋さんだったそうです。子
どもの歳が近いこともあり、家族
ぐるみのお付き合いで、ときどき

「これ持っていって」とお惣菜など
を分けてくれます。ある日、お母
さんが、「メダカ、持ってく？」と
空き瓶にメダカを入れて、持たせ
てくれました。蓋の閉まった瓶の
中で、メダカが窒息するのではな
いかと心配で、急いで家に持ち帰
りました。そしてその週末、近所
の金魚屋さんでメダカ鉢や水草を
調達し、正式に我が家の「住魚」
になりました。
　それ以来、ベランダの鉢に顔を
近づけてはメダカを眺めるのが毎
日の日課となりました。あるとき、

体調3ミリほどのメダカの赤ちゃ
ん数匹を見つけたときは、感動し
ました。あまりの小ささに見つけ
るのも一苦労で、ある日見つけら
れずに「食べられちゃったかな」
と思っていると、翌日にひょっこ
り現れて「おお、生きてたか！」
と一喜一憂です。3歳になる息子
は、「毎日ママは長いことメダカ鉢
をのぞいて何をしてるんだろう…」
と思っているはず。このメダカた
ち、たくさん増えたら、癒やしの
おすそ分けをしたいと思います。

ビール工場ではジョッキが出てきた！

活  動  地  雑  学

　日本でも大人気のビール、朝鮮民
主主義人民共和国（以下、朝鮮）で
も地ビールが生産されています。朝
鮮で代表的なビールといえば、「大同
江（テドンガン）ビール」です。「大
同江」とは、朝鮮半島北部最大級の
川の名前で、大同江が流れる平壌市
内にビール工場があることで、この
名前が付いています。
　大同江ビールは、1号から7号まで
7種類があり、麦と米の混合比率に
よって、麦100％（1号）、麦70％
米30％（2号）、麦と米各50％（3
号）、麦30 ％ 米70 ％（4号）、米
100％（5号）の5種類のほか、さら
に10度（6号）、15度（7号）の黒ビー

ルもあります。1番人気は2号で、出
張で平壌を訪れた際もビールを注文
すると必ず大同江ビールが出てきま
したが、ほとんどが2号でした。
　ビール工場では、サーバー（ちな
みに日本製）から直接注がれる生ビー
ルをジョッキ（！）で試飲ができま
した。米が入っているせいか味はま
ろやかで、ビールが苦手な私でも「ほ
んとに美味しい！」と感じるほどで
した（ビールの苦みが好きな人には
物足りないかもしれませんね）。
　朝鮮で生ビールの美味しさを知っ
た私。それ以降、飲み屋さんで「と
りあえずビール！」と唱えるように
なったのは言うまでもありません。

癒やしのメダカ
スーダン事業担当　　小林 麗子

朝 鮮ビール事情
会員・支援者担当　宮西 有紀

イラスト　かじの倫子
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「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
コ
ン
サ
ー
ト
２
０

１
５
」
が
無
事
終
演
し
ま
し
た
。
１２
月

６
日
の
大
阪
公
演
に
は
６
１
２
名
、
１２

日
の
東
京
公
演
は
１
３
４
２
名
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
演
後
に
は
、「
い
つ
も
素
晴
ら
し
い

演
奏
で
す
。
世
界
が
不
安
定
な
現
在
、Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

約
４０
社
の
企
業
・
団
体
、
大
阪
９４
名
、

東
京
１
５
５
名
の
合
唱
団
員
、
指
揮
者

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ア
ラ
ン
は
じ
め
、
ソ

リ
ス
ト
、
管
弦
楽
の
皆
さ
ま
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
ご
来
場
者
の
皆
様
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借

り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
終
演
し
た
と
は
い
え
、
す
で

に
１６
年
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
員
の
募
集
が

始
ま
り
、
ホ
ー
ル
は
１７
年
ま
で
仮
予
約

を
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
次
回
へ
の
準

備
は
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
に
至
っ
た
の

か
。
そ
の
始
ま
り
は
１
９
８
９
年
で
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ソ
マ
リ
ア
活
動
地
を
訪
問
し
、

日
本
人
の
活
動
に
感
銘
を
受
け
た
ア
イ

ネ
ス
・
バ
ス
カ
ビ
ル
理
事
が
「
活
動
を

支
え
る
お
金
を
つ
く
り
」「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
を
知
る
機
会
と
す

る
」
た
め
に
「
国
際
協
力
コ
ン
サ
ー
ト

を
」
と
発
案
し
た
の
で
す
。

　

バ
ス
カ
ビ
ル
理
事
は
、
以
後
２５
年
間
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
」
の
委
員
長
と
し
て

本
公
演
を
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
制
作
の
始
ま
り
は
、
一

言
で
い
う
と
「
見
切
り
発
車
」
で
す
。

企
業
か
ら
の
支
援
も
音
楽
家
と
の
契
約

も
何
も
な
い
状
態
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
を
決
定
し
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
。

　

事
務
局
の
１
年
は
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
員

募
集
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
公
募
型
合
唱

団
で
１
年
限
定
で
す
。
半
数
以
上
は
継

続
し
て
く
だ
さ
る
方
で
、「
合
唱
初
め
て

で
す
け
ど
」
と
参
加
す
る
方
も
い
ま
す
。

合
唱
団
は
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

誰
で
も
入
れ
ま
す
。　

　

４
月
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
の
練
習
開
始
と

同
時
に
企
業
へ
の
支
援
願
い
が
始
ま
り

ま
す
。
継
続
企
業
を
中
心
に
新
規
で
１

０
０
社
以
上
の
電
話
か
け
を
し
ま
す
。

電
話
や
資
料
送
付
だ
け
で
終
わ
る
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
な
ん
と
か
訪
問
へ

た
ど
り
つ
き
た
い
と
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。

　

９６
年
に
は
約
９０
社
ほ
ど
あ
っ
た
企
業

支
援
が
今
は
４０
社
ほ
ど
で
す
。
そ
れ
で

も
、
製
作
費
を
１
円
で
も
増
や
す
こ
と

が
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
は
必
須
で
す
。

今
年
も
ご
支
援
の
継
続
や
、
新
規
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

力
、
必
要
性
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

毎
年
９
月
１
日
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
事

業
の
収
入
の
柱
と
な
る
チ
ケ
ッ
ト
発
売

の
開
始
日
で
す
。
販
売
の
主
力
は
合
唱

団
員
で
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
７
〜
８
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
金
を
か
け
な
い
」Ｐ
Ｒ
が
前

提
で
す
が
、
知
ら
れ
な
け
れ
ば
チ
ケ
ッ

ト
も
売
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

は
新
聞
へ
の
チ
ラ
シ
折
り
込
み
と
い
う

投
資
的
試
み
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

公
演
の
鍵
と
な
る
の
が
「
歌
声
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
で
あ
る
合
唱
団
員
で
す
。

大
阪
公
演
で
は
、
５１
年
に
設
立
さ
れ
た

「
コ
ー
ド
リ
ベ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
」
が
コ
ン

サ
ー
ト
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
大
阪
公
演

第
１
回
目
の
９４
年
よ
り
歌
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
主
力
で

も
あ
り
、
公
演
の
企
画
か
ら
当
日
運
営

ま
で
協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

東
京
公
演
で
歌
う
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
」

に
は
合
唱
未
経
験
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

も
っ
と
も
最
高
額
１
万
円
の
チ
ケ
ッ
ト

に
見
合
う
質
の
担
保
に
難
し
さ
を
唱
え

る
声
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
公
演
終
了

後
、
合
唱
団
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ー

ル
に
は
「
自
分
に
は
歌
う
こ
と
し
か
で

き
な
い
が
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
た
め
に
歌

い
続
け
よ
う
！ 

と
決
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
」

と
い
う
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
も
あ
れ
ば
、

「
指
揮
者
の
練
習
ス
ピ
ー
ド
に
合
唱
団
が

つ
い
て
い
け
ず
、
要
求
に
応
え
ら
れ
な

い
点
が
残
念
。
本
番
で
は
ソ
リ
ス
ト
と

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
き
ち
ん

と
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
実
現
で
き
な

い
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
す
」

と
い
う
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
は
春
か
ら

の
週
１
回
の
練
習
、
夏
の
２
泊
３
日
の

合
宿
、
そ
し
て
、
練
習
カ
レ
ン
ダ
ー
に

は
な
い
時
間
で
の
練
習
を
続
け
る
か
ら

こ
そ
、
現
場
や
来
場
者
に
届
く
歌
声
に

な
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

１６
年
の
本
番
ま
で
１
年
を
切
り
、
開

催
へ
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

も
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
や
コ
ン
サ
ー
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
１０
月
以
降
）
を
募
集
し
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

JVC国際協力コンサート2015 東京公演。155名の歌声ボランティアが
「クリスマス・オラトリオ」と「マニフィカト」を歌い上げた。

［報告］J V C国際協力コンサートができるまで

コンサート事務局  

石川朋子

ＪＶＣにはスタッフとインターンが総出で取り組むイベントが
毎年2つある。会員総会と年末に開催されるＪＶＣ国際協力
コンサートだ。コンサートの実現に要する時間は１年。そもそも
なぜＪＶＣがコンサートを行うのか。なぜ27年も続いている
のか。その事務局を10年以上担っている担当スタッフが舞台
裏を披露する。

「 合 唱 の 力 」を
束 ね て つくる舞 台
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
な
ぜ

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
？

Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
ン
サ
ー
ト
が

で
き
る
ま
で



「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
コ
ン
サ
ー
ト
２
０

１
５
」
が
無
事
終
演
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ま
し
た
。
１２
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６
日
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大
阪
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演
に
は
６
１
２
名
、
１２
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東
京
公
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１
３
４
２
名
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ら
し
い

演
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で
す
。
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不
安
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現
在
、Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

約
４０
社
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企
業
・
団
体
、
大
阪
９４
名
、

東
京
１
５
５
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の
合
唱
団
員
、
指
揮
者

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ア
ラ
ン
は
じ
め
、
ソ

リ
ス
ト
、
管
弦
楽
の
皆
さ
ま
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
ご
来
場
者
の
皆
様
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借

り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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、
終
演
し
た
と
は
い
え
、
す
で
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１６
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の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
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唱
団
員
の
募
集
が

始
ま
り
、
ホ
ー
ル
は
１７
年
ま
で
仮
予
約

を
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
次
回
へ
の
準

備
は
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
に
至
っ
た
の

か
。
そ
の
始
ま
り
は
１
９
８
９
年
で
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ソ
マ
リ
ア
活
動
地
を
訪
問
し
、

日
本
人
の
活
動
に
感
銘
を
受
け
た
ア
イ

ネ
ス
・
バ
ス
カ
ビ
ル
理
事
が
「
活
動
を

支
え
る
お
金
を
つ
く
り
」「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
を
知
る
機
会
と
す

る
」
た
め
に
「
国
際
協
力
コ
ン
サ
ー
ト

を
」
と
発
案
し
た
の
で
す
。

　

バ
ス
カ
ビ
ル
理
事
は
、
以
後
２５
年
間
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
」
の
委
員
長
と
し
て

本
公
演
を
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
制
作
の
始
ま
り
は
、
一

言
で
い
う
と
「
見
切
り
発
車
」
で
す
。

企
業
か
ら
の
支
援
も
音
楽
家
と
の
契
約

も
何
も
な
い
状
態
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
を
決
定
し
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
。

　

事
務
局
の
１
年
は
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
員

募
集
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
公
募
型
合
唱

団
で
１
年
限
定
で
す
。
半
数
以
上
は
継

続
し
て
く
だ
さ
る
方
で
、「
合
唱
初
め
て

で
す
け
ど
」
と
参
加
す
る
方
も
い
ま
す
。

合
唱
団
は
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

誰
で
も
入
れ
ま
す
。　

　

４
月
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
の
練
習
開
始
と

同
時
に
企
業
へ
の
支
援
願
い
が
始
ま
り

ま
す
。
継
続
企
業
を
中
心
に
新
規
で
１

０
０
社
以
上
の
電
話
か
け
を
し
ま
す
。

電
話
や
資
料
送
付
だ
け
で
終
わ
る
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
な
ん
と
か
訪
問
へ

た
ど
り
つ
き
た
い
と
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。

　

９６
年
に
は
約
９０
社
ほ
ど
あ
っ
た
企
業

支
援
が
今
は
４０
社
ほ
ど
で
す
。
そ
れ
で

も
、
製
作
費
を
１
円
で
も
増
や
す
こ
と

が
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
は
必
須
で
す
。

今
年
も
ご
支
援
の
継
続
や
、
新
規
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

力
、
必
要
性
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

毎
年
９
月
１
日
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
事

業
の
収
入
の
柱
と
な
る
チ
ケ
ッ
ト
発
売

の
開
始
日
で
す
。
販
売
の
主
力
は
合
唱

団
員
で
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
７
〜
８
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
金
を
か
け
な
い
」Ｐ
Ｒ
が
前

提
で
す
が
、
知
ら
れ
な
け
れ
ば
チ
ケ
ッ

ト
も
売
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

は
新
聞
へ
の
チ
ラ
シ
折
り
込
み
と
い
う

投
資
的
試
み
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

公
演
の
鍵
と
な
る
の
が
「
歌
声
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
で
あ
る
合
唱
団
員
で
す
。

大
阪
公
演
で
は
、
５１
年
に
設
立
さ
れ
た

「
コ
ー
ド
リ
ベ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
」
が
コ
ン

サ
ー
ト
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
大
阪
公
演

第
１
回
目
の
９４
年
よ
り
歌
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
主
力
で

も
あ
り
、
公
演
の
企
画
か
ら
当
日
運
営

ま
で
協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

東
京
公
演
で
歌
う
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
」

に
は
合
唱
未
経
験
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

も
っ
と
も
最
高
額
１
万
円
の
チ
ケ
ッ
ト

に
見
合
う
質
の
担
保
に
難
し
さ
を
唱
え

る
声
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
公
演
終
了

後
、
合
唱
団
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ー

ル
に
は
「
自
分
に
は
歌
う
こ
と
し
か
で

き
な
い
が
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
た
め
に
歌

い
続
け
よ
う
！ 

と
決
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
」

と
い
う
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
も
あ
れ
ば
、

「
指
揮
者
の
練
習
ス
ピ
ー
ド
に
合
唱
団
が

つ
い
て
い
け
ず
、
要
求
に
応
え
ら
れ
な

い
点
が
残
念
。
本
番
で
は
ソ
リ
ス
ト
と

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
き
ち
ん

と
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
実
現
で
き
な

い
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
す
」

と
い
う
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
は
春
か
ら

の
週
１
回
の
練
習
、
夏
の
２
泊
３
日
の

合
宿
、
そ
し
て
、
練
習
カ
レ
ン
ダ
ー
に

は
な
い
時
間
で
の
練
習
を
続
け
る
か
ら

こ
そ
、
現
場
や
来
場
者
に
届
く
歌
声
に

な
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

１６
年
の
本
番
ま
で
１
年
を
切
り
、
開

催
へ
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

も
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
や
コ
ン
サ
ー
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
１０
月
以
降
）
を
募
集
し
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

JVC合唱団の夏合宿。2泊3日で練習に集中
することで、レベルが飛躍的に向上する。

たくさんの協賛企業から景品を多数提供いただ
き、今年度、初めての福引抽選会を試みた。（東京
公演）。用意した福引抽選券は完売。
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歌
声
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

合
唱
団
の
力



　

穴
山
は
外
に
出
か
け
て
い
く
人
の
住

む
町
で
、
外
の
人
が
遊
び
に
来
る
町
で

は
な
か
っ
た
。『
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
』
が

で
き
る
ま
で
は
。「
何
も
な
い
穴
山
」
に

も
外
の
人
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
小

さ
な
お
店
の
出
現
が
穴
山
の
人
々
の
意

識
に
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
を
与
え
た
。

『
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
』
は
、
家
族
の
生

活
の
た
め
の
お
店
で
あ
る
と
同
時
に
、

地
域
の
拠
点
で
も
あ
る
。
生
産
と
消
費
、

心
と
体
が
接
近
す
る
場
と
し
て
の
お
店

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
地
域
の
元
気
と
同
心

円
上
に
あ
る
。

　

僕
の
住
む
穴
山
町
は
、
人
口
約
１
６

０
０
人
の
小
さ
な
町
だ
。
子
ど
も
の
数

は
年
々
減
少
し
、
高
齢
化
が
進
む
典
型

的
な
過
疎
地
と
も
い
え
る
。
中
か
ら
外

に
で
は
な
く
、
外
か
ら
中
に
人
を
呼
び

こ
む
ニ
ー
ズ
は
そ
の
ま
ま
町
の
課
題
と

も
つ
な
が
る
。『
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
』

は
、
再
び
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が

こ
だ
ま
す
る
町
に
す
る
た
め
に
い
ろ
ん

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

『
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
』
は
「
食
」
を
提

供
す
る
場
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
遊
び
」

を
創
造
す
る
場
で
も
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
庭
の
木
を
ロ
ー
プ
で
つ
な
い

だ
り
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
吊
っ
た
り
、
ブ

ラ
ン
コ
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
で
き
そ
こ

な
い
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
り
と
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
心
を
刺
激
す
る
仕

掛
け
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
隣
の
家
と
も

距
離
が
あ
る
の
で
騒
い
で
も
大
丈
夫
だ
。

　

昨
年
か
ら
は
近
所
の
小
学
生
を
集
め

て
簡
単
な
英
会
話
や
ち
ょ
っ
と
し
た
開

発
教
育
を
や
る
寺
子
屋
も
や
っ
て
い
る
。

　

都
会
に
い
る
と
世
界
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
る
機
会
も
多
い
が
、
田
舎
に
い

る
と
２
ス
テ
ッ
プ
、
３
ス
テ
ッ
プ
階
段

を
上
が
ら
な
い
と
世
界
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
家
の
中
は

外
国
製
品
で
溢
れ
、
ア
ク
セ
ス
の
悪
い

分
、
自
動
車
の
依
存
率
も
高
く
、
ガ
ソ

リ
ン
需
要
は
都
会
以
上
か
も
し
れ
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
飲
み
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
も
っ
と
も
自
覚
し
づ
ら
い
の

が
田
舎
暮
ら
し
で
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
な
か
で
自
然
農
業
に
取
り
組

み
、
可
能
な
限
り
自
給
を
目
指
す
若
者

も
い
る
。
こ
う
し
た
人
々
と
も
つ
な
が

り
、
子
ど
も
た
ち
に
世
界
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
。『
お
ち
ゃ
の
じ
か

ん
』
は
時
と
し
て
世
代
や
空
間
を
超
え

た
人
々
の
接
点
に
も
な
る
。

　

地
域
で
の
役
割
と
し
て
は
、「
町
ぐ
る

み
の
花
見
に
し
よ
う
」
と
、
７
年
前
に

始
め
た
「
穴
山
町
さ
く
ら
祭
り
」
の
企

画
が
評
価
さ
れ
、
数
年
前
か
ら
穴
山
町

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
副
会
長
を
し
て

い
る
。
さ
く
ら
祭
り
は
町
内
外
の
人
々

が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
、
町
内
外

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
芸
の
披
露
や
地
区

対
抗
の
「
日
本
昔
ば
な
し
仮
装
大
会
」

が
恒
例
企
画
と
し
て
人
気
を
博
す
る
な

ど
大
き
な
祭
り
に
発
展
し
た
。

　

３
年
前
に
は
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
気
仙
沼
事
業
の

応
援
を
目
的
と
し
た
サ
ン
マ
祭
り
の
地

域
で
の
開
催
を
提
案
し
、「
穴
山
町
サ
ン

マ
祭
り
」
を
実
施
し
た
。
新
鮮
な
海
産

物
を
ウ
リ
に
し
た
こ
の
企
画
は
山
あ
い

の
住
民
に
大
好
評
で
、「
ぜ
ひ
町
の
主
催

企
画
と
し
て
継
続
し
た
い
」
と
、
２
回

目
か
ら
は
区
長
会
長
を
代
表
と
し
た「
穴

山
町
サ
ン
マ
祭
り
実
行
委
員
会
」
が
立

ち
上
が
っ
た
。
以
降
町
民
が
中
心
と
な

り
、
地
元
の
大
学
生
や
高
校
生
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
巻
き
込
ん
だ
老
若
コ

ラ
ボ
企
画
は
、
穴
山
の
秋
の
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

言
い
出
し
っ
ぺ
が
推
進
役
と
な
る
ス

タ
イ
ル
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
地
域
も
同
じ
だ
。

僕
自
身
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
経
験
し
た
す
べ
て

の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
役
に

立
っ
て
い
る
。
言
い
出
し
っ
ぺ
に
な
る

に
は
意
識
と
覚
悟
が
必
要
だ
。
で
も
、

そ
れ
を
苦
と
感
じ
さ
せ
な
い
楽
し
さ
、

充
実
感
が
あ
れ
ば
簡
単
な
こ
と
で
も
あ

る
。

　

今
も
多
く
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
が

い
ろ
ん
な
地
域
で
暮
ら
し
と
地
域
を
見

つ
め
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

人
の
存
在
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
生
み
出
す
二
次

的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

2004年に開店して以来、マスター（俊弘氏・写真左）のいる週末以外はマダム
（由美氏）一人で切り盛りしてきた。マスターがJVCを引退して二人体制とな
り、庭が充実したり、大人数のグループの受け入れもできるようになった。

［報告］過疎地がつなぐ「中と外」

「おちゃのじかん」マスター／
J V C前事務局長
清水俊弘

2013年までJVC事務局長を務めた清水俊弘さんは今、山
梨県韮崎市穴山町という過疎地でお連れ合いの由美さんと
ともにカフェ『おちゃのじかん』を運営している。世界を視野に
捉えた仕事から過疎地への転身。一見、真逆の世界だが、過
疎地だからこそJVCともつながり、また世界とつながることも
できる。『おちゃのじかん』の緩やかな試行錯誤を紹介する。

J V C 前 事 務 局 長 が
取 り 組 む 地 域 づ く り
～『 お ちゃのじ か ん 』が 目 指 す もの～
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穴
山
は
外
に
出
か
け
て
い
く
人
の
住

む
町
で
、
外
の
人
が
遊
び
に
来
る
町
で

は
な
か
っ
た
。『
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
』
が

で
き
る
ま
で
は
。「
何
も
な
い
穴
山
」
に

も
外
の
人
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
小

さ
な
お
店
の
出
現
が
穴
山
の
人
々
の
意

識
に
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
を
与
え
た
。

『
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
』
は
、
家
族
の
生

活
の
た
め
の
お
店
で
あ
る
と
同
時
に
、

地
域
の
拠
点
で
も
あ
る
。
生
産
と
消
費
、

心
と
体
が
接
近
す
る
場
と
し
て
の
お
店

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
地
域
の
元
気
と
同
心

円
上
に
あ
る
。

　

僕
の
住
む
穴
山
町
は
、
人
口
約
１
６

０
０
人
の
小
さ
な
町
だ
。
子
ど
も
の
数

は
年
々
減
少
し
、
高
齢
化
が
進
む
典
型

的
な
過
疎
地
と
も
い
え
る
。
中
か
ら
外

に
で
は
な
く
、
外
か
ら
中
に
人
を
呼
び

こ
む
ニ
ー
ズ
は
そ
の
ま
ま
町
の
課
題
と

も
つ
な
が
る
。『
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
』

は
、
再
び
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が

こ
だ
ま
す
る
町
に
す
る
た
め
に
い
ろ
ん

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

『
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
』
は
「
食
」
を
提

供
す
る
場
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
遊
び
」

を
創
造
す
る
場
で
も
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
庭
の
木
を
ロ
ー
プ
で
つ
な
い

だ
り
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
吊
っ
た
り
、
ブ

ラ
ン
コ
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
で
き
そ
こ

な
い
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
り
と
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
心
を
刺
激
す
る
仕

掛
け
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
隣
の
家
と
も

距
離
が
あ
る
の
で
騒
い
で
も
大
丈
夫
だ
。

　

昨
年
か
ら
は
近
所
の
小
学
生
を
集
め

て
簡
単
な
英
会
話
や
ち
ょ
っ
と
し
た
開

発
教
育
を
や
る
寺
子
屋
も
や
っ
て
い
る
。

　

都
会
に
い
る
と
世
界
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
る
機
会
も
多
い
が
、
田
舎
に
い

る
と
２
ス
テ
ッ
プ
、
３
ス
テ
ッ
プ
階
段

を
上
が
ら
な
い
と
世
界
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
家
の
中
は

外
国
製
品
で
溢
れ
、
ア
ク
セ
ス
の
悪
い

分
、
自
動
車
の
依
存
率
も
高
く
、
ガ
ソ

リ
ン
需
要
は
都
会
以
上
か
も
し
れ
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
飲
み
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
も
っ
と
も
自
覚
し
づ
ら
い
の

が
田
舎
暮
ら
し
で
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
な
か
で
自
然
農
業
に
取
り
組

み
、
可
能
な
限
り
自
給
を
目
指
す
若
者

も
い
る
。
こ
う
し
た
人
々
と
も
つ
な
が

り
、
子
ど
も
た
ち
に
世
界
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
。『
お
ち
ゃ
の
じ
か

ん
』
は
時
と
し
て
世
代
や
空
間
を
超
え

た
人
々
の
接
点
に
も
な
る
。

　

地
域
で
の
役
割
と
し
て
は
、「
町
ぐ
る

み
の
花
見
に
し
よ
う
」
と
、
７
年
前
に

始
め
た
「
穴
山
町
さ
く
ら
祭
り
」
の
企

画
が
評
価
さ
れ
、
数
年
前
か
ら
穴
山
町

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
副
会
長
を
し
て

い
る
。
さ
く
ら
祭
り
は
町
内
外
の
人
々

が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
、
町
内
外

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
芸
の
披
露
や
地
区

対
抗
の
「
日
本
昔
ば
な
し
仮
装
大
会
」

が
恒
例
企
画
と
し
て
人
気
を
博
す
る
な

ど
大
き
な
祭
り
に
発
展
し
た
。

　

３
年
前
に
は
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
気
仙
沼
事
業
の

応
援
を
目
的
と
し
た
サ
ン
マ
祭
り
の
地

域
で
の
開
催
を
提
案
し
、「
穴
山
町
サ
ン

マ
祭
り
」
を
実
施
し
た
。
新
鮮
な
海
産

物
を
ウ
リ
に
し
た
こ
の
企
画
は
山
あ
い

の
住
民
に
大
好
評
で
、「
ぜ
ひ
町
の
主
催

企
画
と
し
て
継
続
し
た
い
」
と
、
２
回

目
か
ら
は
区
長
会
長
を
代
表
と
し
た「
穴

山
町
サ
ン
マ
祭
り
実
行
委
員
会
」
が
立

ち
上
が
っ
た
。
以
降
町
民
が
中
心
と
な

り
、
地
元
の
大
学
生
や
高
校
生
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
巻
き
込
ん
だ
老
若
コ

ラ
ボ
企
画
は
、
穴
山
の
秋
の
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

言
い
出
し
っ
ぺ
が
推
進
役
と
な
る
ス

タ
イ
ル
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
地
域
も
同
じ
だ
。

僕
自
身
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
経
験
し
た
す
べ
て

の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
役
に

立
っ
て
い
る
。
言
い
出
し
っ
ぺ
に
な
る

に
は
意
識
と
覚
悟
が
必
要
だ
。
で
も
、

そ
れ
を
苦
と
感
じ
さ
せ
な
い
楽
し
さ
、

充
実
感
が
あ
れ
ば
簡
単
な
こ
と
で
も
あ

る
。

　

今
も
多
く
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
が

い
ろ
ん
な
地
域
で
暮
ら
し
と
地
域
を
見

つ
め
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

人
の
存
在
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
生
み
出
す
二
次

的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

近所の小学生を相手に週一度簡単な英会話を教えている。その中で時々、
世界で起きていることなどを話している。 写真は対人地雷全面禁止条約
の発効記念日にみんなで「地雷禁止」のポスターを作った時のもの。

初めてのお客さまに必ず言われ
るく

らい、小さな集落の奥のそのま
た奥に

あるカフェ『おちゃのじかん』。
それだ

けに、南アルプスを見渡せる静
かな里

山のこの店は、お客さまの数は
少ない

ものの、皆さんゆっくり過ごし
、パワ

ーをチャージして帰っていかれま
す。

この素敵な場所を多くの方に楽し
んでいただきたく、自宅庭に小さ

なカフェを開店して11年。地元
野菜中心のランチと、国産小麦、

天

然酵母パン、ケーキ、すべて手作
りで安心して召し上がっていただ

け

る食べ物と、マスターがコツコツ
作り上げた庭、そして今では穴山

の

人たちとＪＶＣの活動をつなぐ拠
点ともなっています。

その出発点もＪＶＣ。お店を始め
る前、８年間も自宅のキッチンで

週１回パンを焼き、ＪＶＣのスタ
ッフの方々に買っていただいてい

ま

した。 『おちゃのじかん』の味は
ＪＶＣに育てられてきたのです。

開

店後も、スタッフやインターンの
方々が来てくださったり、イベン

ト

でパンやケーキを売らしていただ
き支えてもらっています。

僅かながら売り上げの一部を募金
させていただいたり、ＪＶＣを卒

業した清水が中心となって地元
でイベントを開いたり…お客さ

まに

も、地域の方にもＪＶＣが支援す
る人たちにも意味のある場となる

こ

とを目標に楽しく営業しています
。自然に囲まれたこの小さなカフ

ェ

にぜひ一度遊びにいらしてくださ
い。  　　　　 by 店主（清水由美）

｢こんな場所で !? ｣
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と
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「
愛
と
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
動
し
て
き
た
レ
・
ロ
マ
ネ

ス
ク
は
、「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
有
名
な

日
本
人
」。
パ
リ
で
結
成
し
、
欧
州
の

ク
ラ
ブ
シ
ー
ン
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
人
気
を
集
め
、
2
0
0
8
年
パ
リ

コ
レ
で
の
ラ
イ
ブ
を
き
っ
か
け
に
、

12
ヵ
国
50
都
市
以
上
で
公
演
を
行
っ

て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
09
年

に
は
フ
ラ
ン
ス
の
人
気
T
V
番
組「
信

じ
ら
れ
な
い
才
能
」
出
演
動
画
が
、

YouTube 

再
生
回
数
フ
ラ
ン
ス
1

位
を
記
録
す
る
な
ど
、
そ
の
人
気
は

う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
。
日
本
に
は
11
年

人
気
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
フ
ジ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
を
機

に
逆
輸
入
さ
れ
、
今
で
は
N
H
K
の

E
テ
レ
「
お
伝
と
伝
じ
ろ
う
」
の
メ

イ
ン
キ
ャ
ス
ト
を
つ
と
め
る
な
ど
、

マ
ル
チ
に
活
動
中
で
す
。

　
と
あ
る
き
っ
か
け
で
出
逢
っ
た
私

た
ち
は
、
出
逢
っ
て
す
ぐ
に
意
気
投

合
。
紛
争
が
な
く
な
ら
な
い
世
の
中

に
向
け
て
、
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？ 

お
互
い

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
活
か
し
て
、

協
働
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？ 

と

話
し
合
い
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
し
て
立
ち
あ
が
っ
た
の
が
こ
の

「TiQ
N
oKo

（
チ
キ
ュ
ウ
ノ
コ
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　
話
し
合
い
の
末
、
私
た
ち
が
出
し

た
答
え
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
し
た
。「
同
じ
地
球
上
に
生
ま
れ
た

も
の
同
士
、
仲
良
く
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
な
？
」。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。
発
信
の
方
法
は
、
音

楽
。
私
た
ち
は
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

音
楽
に
の
せ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、

レ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
に
よ
る
書
き
下
ろ

し
の
楽
曲
「TiQ

N
oKo

」
で
す
。

こ
の
楽
曲
に
は
、「
ど
こ
の
国
の
子
、

な
ん
て
関
係
な
い
。
あ
な
た
も
私
も
、

大
人
も
子
ど
も
も
、
み
ん
な〝
地
球
〞

の
子
、
だ
か
ら
た
っ
た
ひ
と
つ
の
地

球
で
、
み
ん
な
仲
良
く
平
和
に
生
き

よ
う
」
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
楽
曲
の
収
益
は
レ
・

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
強
い
平
和
へ
の
想
い

の
も
と
、
全
額
J
V
C
の
活
動
に

寄
付
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
曲
を
日
本
語
／
ク
メ
ー
ル
語

で
制
作
し
、
J
V
C
が
30
年
以
上

活
動
を
続
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
世

界
に
発
信
す
る
た
め
に
、
今
回
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
撮
影
し
ま
し
た
。
2
人
は
「
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
言
葉
で

届
け
た
い
」
と
、
ク
メ
ー
ル
語
を
猛

特
訓
。
C
D
は
オ
ー
ル
ク
メ
ー
ル
語

で
、
今
年
4
月
頃
に
発
売
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
今
ま
で
と
は
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

で
平
和
へ
の
想
い
を
発
信
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
こ
の
「TiQ

N
oKo

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
今
ま
で
J
V
C
の
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
方
に
も
、

J
V
C
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ

か
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。
文
字
通
り

「TRIAL&ERRO
R

（
試
行
錯
誤
）」

し
な
が
ら
の
挑
戦
に
は
な
り
ま
す
が
、

応
援
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

カンボジアで行ったプロモーションビデオの撮影には、
あわせて約150名の村人が協力してくれました

レ・ロマネスクとJVC谷山。昨年7月に行った対談の様子はウェブサイトでご覧いただけます。
©丹葉暁弥

［紹介］J V Cの新しい試み

広報担当
大村真理子

2015年7月7日、JVCは世界的ポップデュオ
「レ・ロマネスク」とのコラボレーションプロジェ
クトを立ち上げました。ショッキングピンクがト
レードマークのド派手なアーティスト「レ・ロマネ
スク」と、どちらかというと地味で、地道な活
動を得意としてきたJVC。一見、まったく親和
性のない両者ですが、私たちにはコラボレー
ションするのに十分な理由がありました。お互い
フィールドや表現方法は違えど、長年、「平和」
をひとつのテーマに活動を行ってきたのです。

うたう  おどる  わらう
つなぐ  はっぴー！
「 T i Q N o K o プ ロ ジェクト」
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「
愛
と
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
動
し
て
き
た
レ
・
ロ
マ
ネ

ス
ク
は
、「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
有
名
な

日
本
人
」。
パ
リ
で
結
成
し
、
欧
州
の

ク
ラ
ブ
シ
ー
ン
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
人
気
を
集
め
、
2
0
0
8
年
パ
リ

コ
レ
で
の
ラ
イ
ブ
を
き
っ
か
け
に
、

12
ヵ
国
50
都
市
以
上
で
公
演
を
行
っ

て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
09
年

に
は
フ
ラ
ン
ス
の
人
気
T
V
番
組「
信

じ
ら
れ
な
い
才
能
」
出
演
動
画
が
、

YouTube 

再
生
回
数
フ
ラ
ン
ス
1

位
を
記
録
す
る
な
ど
、
そ
の
人
気
は

う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
。
日
本
に
は
11
年

人
気
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
フ
ジ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
を
機

に
逆
輸
入
さ
れ
、
今
で
は
N
H
K
の

E
テ
レ
「
お
伝
と
伝
じ
ろ
う
」
の
メ

イ
ン
キ
ャ
ス
ト
を
つ
と
め
る
な
ど
、

マ
ル
チ
に
活
動
中
で
す
。

　
と
あ
る
き
っ
か
け
で
出
逢
っ
た
私

た
ち
は
、
出
逢
っ
て
す
ぐ
に
意
気
投

合
。
紛
争
が
な
く
な
ら
な
い
世
の
中

に
向
け
て
、
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？ 

お
互
い

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
活
か
し
て
、

協
働
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？ 

と

話
し
合
い
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
し
て
立
ち
あ
が
っ
た
の
が
こ
の

「TiQ
N
oKo

（
チ
キ
ュ
ウ
ノ
コ
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　
話
し
合
い
の
末
、
私
た
ち
が
出
し

た
答
え
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
し
た
。「
同
じ
地
球
上
に
生
ま
れ
た

も
の
同
士
、
仲
良
く
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
な
？
」。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。
発
信
の
方
法
は
、
音

楽
。
私
た
ち
は
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

音
楽
に
の
せ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、

レ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
に
よ
る
書
き
下
ろ

し
の
楽
曲
「TiQ

N
oKo

」
で
す
。

こ
の
楽
曲
に
は
、「
ど
こ
の
国
の
子
、

な
ん
て
関
係
な
い
。
あ
な
た
も
私
も
、

大
人
も
子
ど
も
も
、
み
ん
な〝
地
球
〞

の
子
、
だ
か
ら
た
っ
た
ひ
と
つ
の
地

球
で
、
み
ん
な
仲
良
く
平
和
に
生
き

よ
う
」
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
楽
曲
の
収
益
は
レ
・

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
強
い
平
和
へ
の
想
い

の
も
と
、
全
額
J
V
C
の
活
動
に

寄
付
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
曲
を
日
本
語
／
ク
メ
ー
ル
語

で
制
作
し
、
J
V
C
が
30
年
以
上

活
動
を
続
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
世

界
に
発
信
す
る
た
め
に
、
今
回
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
撮
影
し
ま
し
た
。
2
人
は
「
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
言
葉
で

届
け
た
い
」
と
、
ク
メ
ー
ル
語
を
猛

特
訓
。
C
D
は
オ
ー
ル
ク
メ
ー
ル
語

で
、
今
年
4
月
頃
に
発
売
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
今
ま
で
と
は
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

で
平
和
へ
の
想
い
を
発
信
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
こ
の
「TiQ

N
oKo

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
今
ま
で
J
V
C
の
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
方
に
も
、

J
V
C
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ

か
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。
文
字
通
り

「TRIAL&ERRO
R

（
試
行
錯
誤
）」

し
な
が
ら
の
挑
戦
に
は
な
り
ま
す
が
、

応
援
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

愛と平和とトレビアーンをお届けする二人組。TOBI(トビ
ー)とMIYA(ミーヤ)によりフランスのパリで結成。2009年
フランスTV番組「信じられない才能」出演動画が
YouTube再生回数フランス1位を記録。一躍「フランスで
最も有名な日本人」となる。2011年フジロック出演を機に
日本へ逆輸入。NHK Eテレ「お伝と伝じろう」のメインキ
ャスト。2014年10月に日本語初のMAXIシングル『祝って
いた／蚊～～～／津の女』を発表。2015年6月には、扶桑
社から公式ブックが発売された。

　カンボジアには初めて訪れました。小学校では
全校生徒と先生がお出迎えしてくれて、しかもみ
んな「TiQNoKo」の歌詞を完璧に覚えてくれてい
て、一緒に歌って踊って笑って、ありきたりな言葉
ですが、感動で胸が熱くなりました。
　歌詞の中にある「ネコもネズミもチキュウノコ」
という歌詞がとくに面白いようで、子どもたちは
そこを何度もくり返して大爆笑でした。クメール語
で制作した甲斐がありました。
　ほんの数十年前には無惨な殺戮が行われた国
で、こんなに子どもたちは笑顔にあふれ、無限の
可能性と希望を持って強く生きているという事実
にジーンとしました。このような貴重な体験をさ
せていただき、ありがとうございました。CDとプ
ロモーションビデオの完成をどうぞお楽しみに！

TiQNoKoプロジェクトの
詳細紹介ページ

レ・ロマネスク プロフィール

https://motion-gallery.net/
projects/t-q-no-ko

http://www.rmnsq.com/ https://www.facebook.com/0rmns9/

［TOBIさん］ https://twitter.com/rmnsq  ［MIYAさん］ https://twitter.com/4miya4

レ・ロマネスクよりメッセージ

レ・ロマネスク 「TiQNoKo」 販売情報
（iTunesなどでも販売します。）
クメール語バージョンが 2016年4月上旬発売決定！
今回カンボジアで撮影してきたプロモーションビデオも同時公開予定です。

この楽曲の収益は J V Cの活動に全額寄付されます。

ウェブサイト Facebook

Twitter
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南アフリカ

スーダン

パレスチナ

イラク

東日本大震災

コリア

タイ

ラオス

カンボジア

アフガニスタン

ス ー ダ ン

紛争による避難民・
難民への支援
（南コルドファン州）

菜園づくりを行う女性たちの話を聞く今井（中央）

コリア

絵画交流『南北コリ
アと日本のともだ
ち展』／大学生交流

　10月中旬、廃校施設利用と地域づ
くりの事例を視察するため、浦島地区
振興会メンバーと富山県および石川県
を訪問した。視察では、カフェや食
堂、宿泊所として学校施設を活用して
いる事例や農家民宿の取り組みなどを
学ぶとともに、現地住民との間で廃校
施設の活用に関する意見交換を行っ
た。後日行われた視察報告会では、
「一歩踏み出して実践することが重要」
との意見が住民から出された。一方、
11月3日に浦島地区振興会と協働し
て開催した「懐かしの写真展」は、地
域住民の好評を博した。
　仮設住宅入居者の心身の健康維持を

目的とした「いきいき
交流会」を9回開催し、
合計40名の参加を得
た。交流会では、個別
の健康相談に加えて、
介護予防体操や健康に
関する講話を行った。
また、災害公営住宅のコミュニティ形
成を図る「鹿折あづまっぺ！『趣味の
じかん』」（毎月開催）には延べ70名の
住民が参加した。住民は落語の観賞や
ニュースポーツを楽しみつつ交流を深
めた。
　防災集団移転事業に関して、引き続
きアドバイザー派遣を実施している。

先行して団地が完成した小々汐、梶ヶ
浦地区では、共同建設方式による住宅
3軒が無事に竣工した。住民からは
「震災前に比べると小さい家だけど、
ようやく仮設住宅を出て落ち着くこと
ができた」との喜びの声が寄せられ
た。（岩田）

鹿折地区での
復興支援

共同建設方式によって完成した住宅前での集合写真

写真キャプション：延辺朝鮮族自治州の州都・延吉
市（中国）おこなわれたワークショップ

ししおり

9月後半 ～12月前半

　紛争が続く南コルドファン州の州都カドグリ周辺、及び国
境を超えた南スーダン側の難民キャンプで、戦闘を逃れた避
難民・難民に対する支援を実施している。
　8月に完成したカドグリ郊外の避難民再定住用の住居100
戸は、すでに8割以上の入居が完了している。10月には首都
に駐在する今井が現地に出張し、入居者の生活の様子を視察
するとともに、カドグリ周辺での菜園づくり支援や井戸の維
持運営支援の現場を訪問した。今後の事業について州政府な
ど関係者との協議も行っている。
　難民キャンプでは、難民自身が運営する幼稚園を支援して
いる。新任のボランティア教員への研修を10月に実施した
ほか、学用品や飲料水タンクなど幼稚園の備品も提供した。
12月後半にも追加の学用品支援を行う予定である。（今井）

◎延吉ワークショップ：延吉市少年児童図書館にて、10月
中旬に等身大の自画像を描くワークショップを開催。本年の
共同制作である子どもたちの等身大自画像が4作品完成した。
◎国内展：11月より島根、大阪、豊中、広島、埼玉などで
順次開催している。大阪展では、本年の共同制作の展示のほ
か、多様なギャラリーイベントが行われた。
◎大学生交流：8月に平壌を訪問した日本人大学生による報
告会を、11月と12月の2回にわたって行なった。
◎ネットワーク：JVCほか3団体で構成するKOREAこども
キャンペーンとして、7月に「戦後70年に寄せる市民からの
声明」を発表。9月11日には基調講演に孫崎享さんをお招き
し「東北アジアの平和とNGO・市民交流の可能性」を開催し
た。（寺西）

気 仙 沼

J V Cは現在、10の国・地域で活動しています。
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パ レ ス チ ナ

学校・地域保健事業（東エ
ルサレム）／栄養失調予
防事業／アドボカシー 子どもの栄養状態検査の様子 「一人以上の恋人がいるのはNG！」HIV/

エイズについて討論

ラ オ ス

農業・農村開発／
土地森林保全事業
（サワナケート県）

タ イ
農村派遣研修／
日・タイ経験交流／
医療支援（タイ南部）

南 ア フリカ
HIV陽性者支援
（リンポポ州）

ラタンの苗がたくさん育っている

バンコクのセミナーで登壇する天明氏
（写真中央）

◎日・タイ経験交流：原発建設が検討されるタイで、福島で
放射能汚染からの再生に取り組む実践者をタイに派遣し
2016年2月にセミナーを行う。タイのNGOと協議し、日本
から派遣する2名、および日程を確定させた。
◎タイでのTPPセミナーへの参加：オルタナティブ農業ネッ
トワークが主催するTPPセミナーが12月18日、バンコクで
開催された。JVCはこのセミナーに協力し、天明氏（JVC理
事／TPPに反対する人々の運動）を派遣し、TPPが与える
日本の農業への影響について発信した。（下田）
◎タイ南部での医療支援活動：ビルマ人移民労働者コミュニ
ティの保健ボランティア育成研修を実施し、15名が受講し
た。また、エビ養殖場などの移民労働者コミュニティを巡回
し、健康診断などを行った他、世界エイズデー（12月1日）
には学生向けイベントも開催した。（平野）

　稲作支援は収穫の時期を迎えた。3村32名がSRIを実践し
たが、今年は近年にも増して酷いとされる天候不順により苗
が枯れたり育ちすぎて弱った苗を植えざるをえなくなるなど
して大打撃を受け、全体としては例年より減収となったが、
SRI平均は慣行方法を上回った。これから実践者で振り返り
の経験交流を行い、来年度に活かす。ラタン栽培は順調で、
発芽率が高く昨年よりかなり多くの苗が育った。また生育状
況も良好でポッドに鉢上げし、村共同の苗置き場に並べ交代
で水やりを行っている。この苗は来年の雨季前に森への移植
及び販売される。
　森林活動では、2村で遅れ気味の参加型土地利用計画作成
に進展があり、行政からの承認を待つばかりとなった。法律
カレンダーの作成では、9月10月に会議に参加し、11月に
掲載する内容とイラストが確定した。また、10月に外部の
専門家を招いて村人の林産物使用などの調査を行った他、11
月にメコン地域の少数民族女性の支援のあり方について学ぶ
ワークショップにスタッフが参加した。12月にはラオス行
政と事業最終評価会議を行い、現時点での成果と課題を共有
した上で、6ヵ月の事業延長を提案した。（平野）

　11月24～ 27日にかけ、子どもたちの交流キャンプを実
施。普段通う村の子どもケアセンターの敷地内にテントを張
り、初めて寝泊まりを共にした。午前中は、14歳以上の若
者を対象にHIV予防啓発に関する講座を実施、午後には小学
校校庭の清掃など地域奉仕活動を行なった。
　当初3年間の予定で2012年9月に開始、継続してきた事
業期間が11月末で終わるため、評価を実施した。事業に直
接参加してきた住民に加え、村のリーダー、ソーシャルワー
カーなど地域の関係者に聞き取りを行い、事業の成果と課題
を検討した。8月の事業終了前評価および今回の評価結果を
受け、事業期間を延長し、子どもの支援活動やHIV陽性者と
の取り組みなど一部の活動を継続していくことが決定してい
る。（冨田）

◎栄養失調予防事業：8月から3期目をむかえている。新規
に登録された5歳以下の子ども664人と、昨年からフォロー
アップされている子ども343人の栄養検査を終えた。貧血児
の割合は昨年分と新規登録分を合わせて36%だが、新規登
録の子どもについては47%と高めの数値となっている。ま
た、682人の母親と女性へのカウンセリングを行った。ボラ
ンティア30人は継続的に事業に参加している。
◎学校・地域保健事業：10月中旬に、2012年から実施し
てきた3ヵ年の事業を終了した。3年間で延べ5万人の学校
生徒、幼稚園児、地域住民に対して健康診断、健康教育、救
急救命法トレーニングなどを提供し、60人超の教師、約
180人の学校保健委員会の生徒、約150人の救急隊ボラン
ティアに対してトレーニングや専門的アドバイスの提供、活
動に必要な物品提供を行った。現在、事業の事後評価作業を
実施中。
◎アドボカシー：9月末にパレスチナを訪問した公明党の岡
本三成議員と谷合正明議員との懇親会の場で、安保法制は紛
争地で活動するNGOスタッフや受益者を危険に晒すもので
あると伝え、抗議の意思表明として懇親会を中座した。また、
フェイスブックへの定期投稿や、イスラエルNGOとの協力
の可能性を検討するための訪問も行っている。（今野・金子）
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南 相 馬
仮設住宅でのサロン運営

イ ラ ク

心のケア・プログラムを実施

調査研究・政策提言
外務省・J ICAとの
政策協議／各種提言

アフガニスタン

生態系に配慮した
農業による生計改善
／環境教育／資料・情報センター

カンボジア

地域保健医療事業／
教育支援（ナンガルハ
ル県）／アドボカシー

子どもたちに植林の仕方を指導するスタッ
フのテロアット（写真左から二人目）

「自分の作文が冊子になった！」

◎生態系に配慮した農業による生計改善（CLEAN）：通常の
農業リソースセンター（旧試験農場）での栽培・研修活動に加
え、支援農家20名を対象に、食品加工に関する研修（加工食
品の衛生的管理・干し肉、干し魚、ドライフルーツ、果実
ジュースの作り方）を目的としたスタディツアーを催行した
（バッタンバン大学）。また、SVAカンボジアの依頼により、
同会が支援するプノンペン郊外のスラム地区住人40名を対
象に家庭菜園作り研修を実施した。
◎環境教育：教員およびPTAメンバーに対する環境基礎講
座、児童に対する直接指導に加え、植林活動を実施した。6
月下旬から約4000本（オンカーニュ・モリンガ・チャヤ・
ベン・ニーム他5種）の苗木を栽培し始め、コミューン職員
の協力のもと植林する公道の選定を行い、地域住民の協力の
もと植林を行った。
◎資料・情報センター（TRC）：通常の資料貸出業務の他、
プノンペンの大学生を対象に研修を行った。スタッフの指導
のもと、環境・農業をテーマとして、プノンペンでの講義と、
活動地における実地研修を実施した。（皆嶋）

◎地域保健医療事業：JVCの診療所では、家族単位のカルテ
を作成して病歴を記録している。これを活用し、診療回数が
極めて多い患者や同じ家庭から複数の患者が出ている場合な
どは、病気が家庭での衛生環境に起因していることが考えら
れるため、医療スタッフが訪問してアドバイスを行っている。
この家庭訪問を10月に実施した。数ヵ月後に改善が見られ
たかどうか確認する。地域保健の分野では、村の長老たちで
構成される「保健委員会」活動においてこの間に新たに2つの
村で保健委員会が立ち上がったので、役割分担やグループと
しての目標設定を行う研修を実施した。
◎教育支援：学校での健康教育では、これまで続けてきた壁
新聞（※生徒が健康や保健をテーマとして書いた作文の中か
ら特に優秀なものを集め、ポスターのように編集して掲示板
に貼る）を発展させ、学校で得た保健の知識を家庭に持ち帰っ
て家族にも共有できるよう、小冊子を編集・製本した。より
関心を集められるよう、学校の写真や様々なイラストを取り
入れた。（加藤）

　仮設住宅住民が仮設を出た後に生活
を始める「災害公営住宅」でのサロン開
設の準備を新たに進めた。阪神・淡路
大震災の事例を見ると、仮設住宅から
公営住宅に移り住んだ後に孤独死が急
増している。サロンはJVCが直接運営
するのではなく、住民自身で継続的に
運営し続けられる体制の構築を狙って
いる。開設にあたっては、「孤独死ゼロ
作戦」で成果をあげた千葉県松戸市の常
盤平団地を公営住宅住民と共に9月に
訪れ、サロン運営のノウハウを学ぶな
ど協力を得た。1月にオープンの予定。
また、仮設住宅4ヵ所でのサロン運営
も継続。仮設から住民が離れていく時
期でもあるため、住民に災害公営住宅
への入り方、自宅再建の方法に関する
情報提供を行った。（白川）

　キルクーク市のラパリン地区にある、
JVCの現地パートナー団体INSAN（イ
ンサーン）の事務所屋上を利用して、避
難民の子どもたちと受入れコミュニ
ティの子どもたちを対象とした、心の
ケアのプログラムが実施された。現在、
イラクでは、2014年6月以降の過激
派組織イスラム国との戦闘などによっ
て周辺情勢が急激に悪化、多数の避難
民が発生してキルクーク市でも受け入
れる事態となっている。その中で、特
に戦闘により両親や家族を奪われ、心
に傷を負った子どもたちを対象として、
専門家によって心のケア・プログラム
を実施した。また、芸術、絵画、演劇
のアクティビティを通じて平和や共存
について考えるワークショップも同時
に実施した。（池田）

◎NGO・外務省定期協議会2015年度 
第2回政策協議会（11月26日）：標記
会議に谷山、白川が参加。
◎NGO̶JICA協議会（2015年度第
3 回：12月9日）：標記会議に谷山、
長谷部が参加。
◎TPPが2015年10月に大筋合意。
これを受けて、「TPPの透明性」を求め
る要請書／署名を政府TPP対策本部に
手交した。（本誌特集参照）。
◎プロサバンナ事業関連：
【1】第13回、14回プロサバンナ事業
に関するNGO・外務省意見交換会
（10月27日、12月8日）：標記会議に
渡辺、高橋が参加。【2】10月にローマ
で開催された第42回世界食料安全保障
会議および関連イベントに渡辺が参加。
関連団体と情報交換した。（谷山）
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こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
一
辺
倒
だ
っ
た
日
本
の
O
D
A
も
、

T
I
C
A
D
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
今
で
は
「
ア
フ

リ
カ
開
発
」
を
O
D
A
の
柱
の
ひ
と
つ
に
位
置
付
け
て

い
る
。
外
務
省
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
、
そ
の
中
で
J
I
C
A
は
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
を
含
め

て
ど
の
よ
う
な
開
発
を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
、
彼
ら

が
発
し
た
政
策
文
書
や
発
言
を
も
と
に
探
っ
て
み
る
。

　
O
D
A
の
政
策
文
書
の
ひ
と
つ
に
国
別
援
助
方
針
が

あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
同
国
は
、
…
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、

…
農
業
開
発
の
余
地
も
大
き
く
、
…
人
口
の
大
多
数
が

農
業
に
従
事
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
生
産
性
の

低
い
零
細
な
生
産
活
動
に
と
ど
ま
り
、
…
企
業
活
動
は

未
発
達
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
回
廊
と
周
辺
地
域

を
結
ぶ
道
路
・
橋
梁
改
修
や
ナ
カ
ラ
港
の
整
備
・
電
力

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
…
（
プ

ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
）
に
よ
り
、
農
業
開
発
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
包
括
的
な
回
廊
開
発
支
援
を
行
う
」

と
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
外
務
省
は
古
典
的
な
近
代
化
の
視
点
か

ら
同
国
を
「
途
上
国
」
と
認
識
し
て
お
り
、
生
産
性
を

高
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
し
、
輸
出
振
興
し
て
国
の
経
済

を
大
き
く
す
る
た
め
に
は
企
業
活
動
の
発
達
が
不
可
欠
、

と
い
う
考
え
方
だ
。
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
も
こ
こ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
包
括
的
な
青
写
真
が

「
ナ
カ
ラ
回
廊
開
発
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
あ
る
。

筆
者
が
委
員
を
し
て
い
る
「
開
発
協
力
適
正
会
議
」
で

同
地
域
の
電
力
配
電
網
計
画
を
検
討
し
た
時
、
外
務
省

幹
部
か
ら
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
。

「
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
の
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
企
業
の
関
心
が
高
い

地
域
・
分
野
を
対
象
に
、
案
件
の
形
成
を
目
的
に
戦
略

的
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。」（
第
19

回
2
0
1
4
年
12
月
16
日
）

　
こ
の
会
議
は
、
国
益
論
者
の
委
員
が
多
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
そ
れ
に
誘
引
さ
れ
て
外
務
省
も
J
I
C
A
も

本
音
を
語
る
こ
と
が
多
い
。
他
国
に
負
け
ず
に
日
本
企

業
に
い
か
に
受
注
さ
せ
る
か
。
O
D
A
の
評
価
も
、
そ

こ
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
。
別
の
会
合
で
も
、
外
務
省

は
イ
ン
ド
に
お
け
る
高
速
鉄
道
（
新
幹
線
）
事
業
獲
得

競
争
で
中
国
に
勝
っ
た
こ
と
に
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
い
た
。

　
新
O
D
A
大
綱
の
「
質
の
高
い
成
長
」
と
い
う
言
い

方
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
貧
困
削
減
や
脆
弱
性
と

い
っ
た
課
題
か
ら
の
脱
却
、
持
続
可
能
性
な
ど
は
「
成

長
」
の
結
果
で
あ
り
、
あ
た
か
も
成
長
す
れ
ば
そ
れ
ら

が
達
成
さ
れ
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

筆
者
は
外
務
省
が
唱
え
る
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
そ
の
も
の
に

危
う
さ
を
覚
え
る
。
誤
解
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
こ
の
場
で
開
発
経
済
学
で
議
論
す
る
よ
う
に
成
長

と
貧
困
の
つ
な
が
り
の
妥
当
性
を
論
理
的
に
論
じ
た
い

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
課
題
は
経
済
学

と
は
違
う
次
元
に
あ
る
「
価
値
」
を
問
う
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
倫
理
性
と
言
っ
て
も
い
い
。
倫
理
性

と
は
、
特
定
の
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
国

家
と
い
う
社
会
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
政
治
や
自
然
環

境
、
経
済
な
ど
が
複
合
的
を
関
係
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
価
値
観
で
あ
る
。
経
済
は
社
会
の
一
部
で

あ
っ
て
、
経
済
が
社
会
を
つ
く
る
の
で
は
な
い
。

　
昨
年
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
達
成
年
を
迎
え
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
が
新
た
に
策
定

さ
れ
た
。
装
い
は
変
わ
っ
た
が
、
格
差
や
脆
弱
性
、
環

境
破
壊
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
を
優
先
す
べ
き
価
値

と
し
て
お
り
、
そ
の
下
で
経
済
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
か
に
成
否
が
か
か
っ
て
い
る
。
S
D
G
s
は
、

そ
の
価
値
の
重
要
性
を
広
く
国
際
社
会
に
浸
透
さ
せ
る

た
め
に
「
共
通
目
標
」
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
改
め
て
外
務
省
の
政
策
文
書
を
読
ん
で
も
、
こ
の
よ

う
な
発
想
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
J
I
C
A
も
同

じ
で
あ
る
。
日
本
の
O
D
A
は
、
高
い
倫
理
観
の
下
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
た
だ
、
対
象
と

す
る
国
の
貧
困
や
環
境
破
壊
は
無
視
で
き
な
い
。
こ
れ

ら
の
課
題
を
経
済
と
結
び
つ
け
る
言
葉
が
必
要
に
な
り
、

導
き
出
さ
れ
た
の
が
「
質
の
高
い
成
長
」
と
い
う
言
葉

に
他
な
ら
な
い
。
耳
障
り
の
良
い
言
葉
（
タ
テ
マ
エ
）

で
本
意
（
ホ
ン
ネ
）
を
覆
い
隠
す
こ
と
を
日
本
は
得
意

と
す
る
。「
理
想
で
は
飯
を
食
え
な
い
」
と
考
え
る
国
民

が
多
く
な
っ
た
昨
今
、「
ア
フ
リ
カ
開
発
」
で
資
源
確
保

や
企
業
進
出
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で

あ
ろ
う
。
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
が
提
起
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
マ
ク
ロ
で
思
想
的
レ
ベ
ル
で
の
問
題
で
も
あ
る
。

こ
の
連
載
で
は
こ
れ
ま
で
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
を
ミ
ク
ロ
な
視
点
、
す

な
わ
ち
そ
の
実
施
の
現
場
に
お
い
て
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
批

判
し
て
き
た
。
住
民
や
農
民
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ

か
が
援
助
の
基
本
だ
か
ら
で
あ
る
。
今
回
は
、
逆
に
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら

プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
を
鳥
瞰
し
て
、
そ
の
全
体
像
か
ら
見
え
て
く
る
問
題
点
を

指
摘
し
て
み
た
い
。

モザンビーク東岸、インド洋に面するナカラ港。「ナカラ回廊開発計画」において、
内陸地で生産される輸出産品を国外に輸出するための拠点と位置づけられている。

調
査
研
究
・
政
策
提
言
担
当　

高
橋 

清
貴

プロサバンナ事業
第13回
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Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
限
ら
ず
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で

は
活
動
の
資
金
源
と
し
て
、
寄
付
や
会
費

な
ど
の
収
入
の
ほ
か
、
企
業
か
ら
の
助
成

金
や
政
府
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
独
自
の
収
益
事
業
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
収
益
も
活
動

へ
の
支
援
と
な
り
ま
す
。Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
場
合

は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ

ト
の
収
益
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
最
近
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
で
す
。

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
は
、

群
衆(crow

d)

と
資
金
調
達(funding

）

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、「
あ
る
目
的
」

の
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

不
特
定
多
数
の
人
か
ら
資
金
を
集
め
る
仕

組
み
を
指
し
ま
す
。
多
く
の
人
々
か
ら
少

額
の
寄
付
を
通
し
て
出
資
を
集
め
る
と
い

う
手
法
が
主
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
２
０
０

０
年
以
降
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
出
始
め
ま
し

た
が
、
日
本
で
は
、
１１
年
３
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「READ

YFO
R

（
レ
デ
ィ
ー
フ

ォ
ー
）」
が
最
初
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
寄
付
と
の
大
き
な
違
い
は
、
こ
の
「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
が
「
購
入
型

（
報
酬
型
）」
と
い
う
点
で
す
（
注
）。
つ

ま
り
、
支
援
者
は
応
援
し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
出
資
す
る
こ
と
で
、
そ
の
リ
タ
ー

ン
（
報
酬
）
と
し
て
支
援
金
額
に
応
じ
た

金
銭
以
外
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
成
功
し
て
か
ら
商
品
の
制
作
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設
定
し
た
目
標
金
額
を

達
成
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
集
ま
っ
た
資

金
も
返
金
さ
れ
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
先
行
販
売
（
事
前
購

入
）
と
も
言
え
る
た
め
、
リ
タ
ー
ン
に
魅

力
を
感
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
資
す
る

支
援
者
も
多
く
、
リ
タ
ー
ン
の
内
容
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
を
左
右
す
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
起
案
者
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
者
の
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
起
案
者
に
と
っ
て
は
、
や
は
り〝
資

金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
〞
と
い
う

こ
と
で
す
。
支
援
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
今
後
成
長
し
て
い
く
可
能
性
の
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
〝
少
額
か
ら
気
軽
に
出
資
が
で
き
る
〞

と
い
う
点
や
、〝
支
援
額
に
応
じ
た
リ
タ

ー
ン
を
得
ら
れ
る
〞
こ
と
で
す
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
も
、
昨
年
、
ラ
オ
ス
事
業
が

「
ラ
オ
ス
の
農
村
部
の
自
然
を
守
る
」
た

め
に
、
初
め
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
をREAD

YFO
R

で
実
施
し
、
目
標
金

額
50
万
円
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、「TiQ

N
oKo

」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
Ｐ
14
〜
Ｐ
15
参
照
）
で
はM

o-
tionG

allery

で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
制
作
費
な
ど
４
０
０
万
円
を
達
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
に

専
門
治
療
を
届
け
る
目
的
で
70
万
円
近
く

を
集
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
イ
ラ
ク
事

業
で
は
な
く
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
イ
ラ
ク
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
チ
ー
ム
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。
１５
年
12
月
現
在
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
リ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
宮
西
が
、「
と
も
だ
ち
展
」
開
催
の
た

め
の
資
金
調
達
を
目
的
に
、
50
万
円
を
目

指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
市
場
は
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
伸
び
て
い
く
と
思

わ
れ
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
新
た
な
資
金
獲
得
・
支

援
者
層
の
拡
大
の
た
め
、
こ
う
し
た
仕
組

み
を
上
手
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◎注…クラウドファンディングは、支援者に対するリターンによって、金銭的リターンのない
「寄付型」、金銭リターンが伴う「投資型」、プロジェクトが提供する何らかの権利や物品を購
入することで支援を行う「購入型」、これら3つの種類に分類されるが、日本においては資金
決済に関する法律等によって個人間の送金や投資が制限されていることから、購入型のクラウ
ドファンディングのサービスが最も多く認知度も高い。

ＪＶＣがこれまでに出展したクラウドファンディングサービス
READYFOR https://readyfor.jp/
MotionGallery https://motion-gallery.net/
CHANGE MAKER! https://greenfunding.jp/changemaker

リターンの例（一部）
JVC国際協力カレンダー（卓上）、アラビア語でメッセージを入れたサンク
スレター、イラクの香辛料３種セット（レシピ付）、PV完成試写会無料ご招
待、開催されるパネルトークへご招待、 ちょっとレアなピョンヤン土産、
TiQNoKoオリジナルポストカード・缶バッジ・うちわ・タオル、など

資 金
リターン購入登 録

支援者から
集まった資金

目標金額を設定

クラウド
ファンディング
サービス

目標金額を達成すると「リターン」を渡す
（商品・サービス）

イラク
ボランティアチーム
子どもたちに専門治療を

TiQNoKo（プロジェクト）
カンボジアでのPV撮影

ラオス事業
農村部の自然を守る

目標金額

万円50

目標金額

万円60

目標金額

万円400

起案者
プロジェクトを行う
個人や団体

支援者
プロジェクトを
支援する人

会
員
・
支
援
者
担
当　

宮
西 

有
紀
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竹沢うるま×安田菜津紀「いのちいっぱい」
JVC国際協力カレンダー2016発売記念トークイベント　

11/29（日）東京・港区

10月  ～  12月

カレンダー事務局  橋本 貴彦

いべんと・ピックアップ！

その他の主なイベント

パレスチナで起きてきたことを知ろう

笠原純子が奏でるピアノと映像詩

未公開映像でたどるイラク戦争の10年

私たちピョンヤンに行ってきました。Part1

一緒に考えませんか！『積極的平和主義』

Ti-Q-No-Ko秋祭り in熊谷

JVC国際協力コンサート2015
第27回東京公演

2015 南北コリアと日本のともだち展
in さいたま

日本の農業から考える、世界の食料問題(2)

日本の農業から考える、世界の食料問題（1）

私たちピョンヤンに行ってきました。Part2

JVC国際協力コンサート2015
第22回大阪公演

「最後のフロンティア」アフリカにおける
小農の現在と日本

食料問題をめぐる国際議論の潮流

10/2 (金)神奈川・横浜市

10/17 （土）滋賀・大津市

10/24（土）東京・JVC東京事務所

11/8 (日)東京・JVC東京事務所

10/3 (土)東京・中野区

グローバルフェスタJAPAN2015
10/3（土）～10/4（日）東京・お台場【出展】

11/23（月）埼玉・熊谷市

11/26（木）東京・豊島区

12/12 (土) 東京・渋谷区

12/19 (土)～25（金）埼玉・さいたま市
（さいたま市民活動サポートセンター）

12/3（木）東京・豊島区

12/6 (日) 東京・渋谷区

12/6 (日) 大阪・大阪市

12/7 (月) 東京・参議院議員会館

12/10(木) 東京・日本記者クラブ

昭和女子大学人見記念講堂で開催、楽曲はラ
ター「マニフィカト」、バッハ「クリスマス・オラトリ
オ」でした（本誌10ページに記事あり）。

今年で8年目を迎えた他団体との共催「食べも
のの危機を考える」公開連続セミナーの本年
度1回目。日本の農業の課題や展望について考
えました。海外で活躍されるピアニスト笠原純子氏による

チャリティコンサートが開催され、その収益の一
部をJVCのパレスチナでの活動に寄付いただ
きました。

昨年8月に大学生交流として朝鮮民主主義人民
共和国を訪れた大学生による帰国報告会です。

TiQNoKoプロジェクト（本誌14ページ参照）へ
のクラウドファンディング支援者の方が主催して
くださった、レ・ロマネスクといっしょに歌って踊
れるチャリティイベントです。

いずみホールで開催、楽曲はヘンデル「メサイ
ア」でした。

11/8開催イベントの2回目。

前項セミナーの2回目。

「アフリカ経済回廊開発」構想の下、日本も官民
連携で開発援助を進めています。モザンビーク
におけるその影響を知るため、現地調査報告や
現地の農民組織スタッフを招聘しての報告の機
会を設けました。

映像ジャーナリストの綿井健陽氏をお招きして、
ここ10年のイラクの道のりをたどりました。

　新旧の JVC 国際協力カレンダーの
写真の提供者である竹沢うるまさん
と安田菜津紀さんに登壇いただいた
このイベント。冒頭では、お二人の
肩書の違いについての話があった。
「究極の自己満足として撮影したもの
を、見た人が自分の価値観で意味付
けしてくれればいい」とする「写真家」
の竹沢さんと、伝えるべき事や自分
の思いを世界に発信する手段として
写真を用いる報道人＝「フォトジャー
ナリスト」である安田さん、という
違いだ。
　安田さんが小学校で、言葉の理解
度に差がある 1 年生から 6 年生に講
演をされた時に、言葉では伝わり難
いメッセージも写真を見せると一瞬
にして理解してくれたと話してくだ
さった時、竹沢さんご自身がニュー
ヨークで開いた個展のエピソードを

交えながら、写真は、そのものが持
つ意味やメッセージを世代の違いや
地理的な距離を越えて一瞬で伝える
ことができる、いわば「ユニバーサ
ルランゲージ」だと話され、安田さ
んも大いに共感されていた。
　参加者からの「今まで常識が覆っ
たと感じた瞬間は？」という質問に
対しては、安田さんは 2009 年に訪
れたシリアの首都ダマスカスで見た
夜景をあげられた。殺伐とした日中
とは異なり、モスクの尖塔に平和の
象徴である緑のランプが数多く灯る
その美しい景色を見た時に、「アラブ
は殺伐としていて怖いところ」と思
い込んでしまうことの怖さと、細や
かな想像力と現場の空気を吸う事の
重要性を改めて感じたという。竹沢
さんは、そもそも絶対的な常識・非
常識というものはなく、あくまで相

対的なものであると言われた。例え
ば、これまで「秘境に行きたい！」
と思ってどんなに奥地へ分け入って
も、そこには必ず人の生活があった。
そこに暮らす人にとってはそこが世
界の中心であり、逆に日本人である
自分の方が彼らにとっては非常識
だった。そんな経験から、どんなも
のでも受け入れるようというスタン
スができていったそうだ。
　イベントを通して、写真という同
じ言葉を持つお二人にもうひとつ共
通するものを感じた。それは、「優し
さ」である。自己満足と言いながら
も被写体に真摯に向き合う竹沢さん。
どんな方ともすぐに打ち解けて場を
穏やかな雰囲気にされる安田さん。
「ユニバーサルランゲージ」を操るお
二人の人となりを再認識できたイベ
ントでもあった。

お二人の作品を鑑賞しながらあっという間に時間が過ぎた。

冬No.319 201621



　
以
前
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
一
昨

年
秋
に
時
間
に
余
裕
が
で
き
、
活
動
再
開

と
思
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
中
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
目
に
と
ま

り
、
説
明
会
に
参
加
。
早
速
、
カ
レ
ン
ダ

ー
事
務
局
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
、
週

に
１
〜
２
回
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
務
所
で
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
地

域
の
報
告
会
な
ど
が
あ
る
時
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
も
自
由
に
参
加
で
き
、
生
の
情

報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に

居
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
を
知
る
こ
と
が
で

き
そ
う
だ
と
、
カ
レ
ン
ダ
ー
発
送
の
作
業

が
終
了
し
て
も
定
期
的
に
事
務
所
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
年
が
過
ぎ
た

昨
年
、
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
を
手
伝
う
ア
ル

バ
イ
ト
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
眺
め
て
い
る

と
、
以
前
の
旅
先
で
出
会
っ
た
風
景
を
思

い
出
し
ま
す
。
軒
先
の
風
に
揺
れ
る
色
彩

豊
か
な
洗
濯
物
。
も
の
陰
か
ら
恥
ず
か
し

げ
に
、
で
も
好
奇
心
の
目
で
様
子
を
伺
う

子
ど
も
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
旅
行
者
に
笑

顔
で
走
り
寄
る
こ
ど
も
た
ち
。
き
ら
き
ら

輝
く
い
の
ち
に
出
会
い
、
元
気
を
い
っ
ぱ

い
も
ら
い
ま
し
た
。
も
ら
う
ば
か
り
、
何

か
で
き
な
い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
が
、

当
時
の
私
は
、
行
動
に
移
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
三
十
歳
を
目
前
に
、
仕
事
に
追
わ
れ
る

生
活
を
変
え
よ
う
と
転
職
活
動
を
開
始
。

一
般
企
業
を
探
し
て
い
た
の
に
、
職
種
や

勤
務
条
件
で
絞
り
込
み
残
っ
た
数
社
の
中

に
「
途
上
国
の
中
小
企
業
の
発
展
を
支
援

す
る
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）」
が
現
れ
た
の
で

す
。「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
と
い
う
言
葉
が
浸
透
し
て

い
な
い
頃
、
初
め
て
聞
く
略
称
で
す
。
怪

し
い
、
で
も
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
い
時
代
で
す
か
ら

応
募
し
て
確
か
め
る
の
み
で
す
。
そ
れ
が

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
出
会
い
で
し
た
。
途
上
国
は

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
、
そ
れ

に
取
り
組
む
日
本
人
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
数
年
間

勤
務
後
、
団
体
の
諸
事
情
で
一
般
企
業
へ

と
転
職
し
ま
し
た
が
、
国
際
協
力
に
関
わ

っ
て
い
よ
う
と
い
う
思
い
は
、
静
か
に
続

き
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ま
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
。

　
思
い
続
け
る
こ
と
が
、
小
さ
な
一
歩
に

つ
な
が
り
、
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
で
、
新
た
な
出
会
い
、
新
し
い
景
色
が

見
え
て
き
ま
す
。Ｊ
Ｖ
Ｃ
か
ら
は
ど
ん
な

世
界
が
広
が
る
の
で
し
ょ
う
か
！

　

１
９
７
５
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ポ
ル
・

ポ
ト
派
が
実
権
を
握
る
政
権
が
樹
立
さ

れ
、
そ
の
後
の
４
年
間
で
１
５
０
万
〜
２

０
０
万
人
が
同
国
人
の
手
で
殺
さ
れ
る
か

行
方
不
明
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
「
ポ
ル
・
ポ
ト
の
大
虐
殺
」
だ
。

　
本
書
は
三
つ
の
章
に
分
か
れ
て
い
る
。

著
者
の
ポ
ン
ナ
レ
ッ
ト
さ
ん
が
ポ
ル
・
ポ

ト
政
権
下
の
母
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
子
ど
も

と
し
て
体
験
し
た
出
来
事
を
つ
づ
る
一

章
、
続
く
二
章
は
、
政
権
が
倒
れ
た
後
に

日
本
に
逃
れ
て
き
て
か
ら
を
描
く
。
最
後

の
三
章
で
は
、
来
日
後
に
日
本
人
男
性
と

結
婚
し
て
生
ま
れ
た
彼
女
の
娘
で
あ
る
真

輝
さ
ん
が
、
子
ど
も
時
代
に
書
い
た
文
章

を
通
し
て
家
族
へ
の
想
い
が
浮
か
び
あ
が

る
。
な
か
で
も
印
象
的
な
の
が
、
分
量
も

多
く
さ
か
れ
て
い
る
一
章
だ
。

　
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
暮
ら
し
て
い
た
人

た
ち
は
、
あ
る
日
突
然
理
由
も
な
く
地
方

に
追
い
立
て
ら
れ
る
。
著
者
の
家
族
も
同

様
だ
。
た
ど
り
着
い
た
土
地
で
は
大
人
は

強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
、
子
ど
も
も
過
酷

な
農
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
る
。
家
族
と
離

れ
ば
な
れ
に
な
り
、
食
べ
物
は
ほ
ん
の
少

し
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
病
気
に
な
っ
て
も

休
め
な
い
。
周
り
の
人
た
ち
は
病
気
で
死

ぬ
か
、
あ
る
日
突
然
「
い
な
く
な
っ
て
」

い
く

―
こ
う
し
た
状
況
を
、
子
ど
も
時

代
の
著
者
の
視
点
か
ら
描
い
て
い
く
。「
こ

の
作
業
は
い
つ
終
わ
る
の
だ
ろ
う
」、「
次

に
父
さ
ん
と
会
え
る
の
は
い
つ
か
な
」…
、

そ
う
し
た
彼
女
の
さ
さ
や
か
な
希
望
が
こ

と
ご
と
く
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く
さ
ま

に
、
文
字
通
り
目
の
前
が
暗
く
な
る
。

　
そ
う
し
た
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
人

間
が
い
か
に
「
再
生
」
さ
れ
て
い
く
の
か
、

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
だ
っ
た
か
が
、
続

く
二
章
と
三
章
で
提
示
さ
れ
る
。
暗
い
深

海
に
潜
っ
て
い
る
よ
う
な
息
苦
し
い
一
章

と
は
対
照
的
な
開
放
感
と
、
母
の
生
い
立

ち
と
想
い
に
向
き
合
い
寄
り
添
う
若
い
真

輝
さ
ん
の
真
摯
な
言
葉
が
印
象
的
だ
。

　
著
者
が
日
本
に
来
る
前
に
一
時
期
滞
在

し
た
カ
オ
イ
ダ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
、
当

時
J
V
C
が
ち
ょ
う
ど
現
地
で
活
動
を

始
め
た
場
所
（
８０
年
〜
）。「
国
際
協
力
し

た
い
」
と
い
う
若
者
を
昔
も
今
も
数
多
く

惹
き
つ
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
し
か
し
、
外

国
か
ら
の
支
援
が
必
要
な
状
況
が
な
ぜ
そ

も
そ
も
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
知
る

た
め
に
、
今
と
昔
と
を
つ
な
ぐ
た
め
に
適

し
た
手
に
取
り
や
す
い
本
だ
。

『
19
歳
の
小
学
生

学
校
へ
行
け
て
よ
か
っ
た
』

事
務
局
次
長　

細
野 

純
也

小
さ
な
一
歩
が

つ
な
が
っ
て
い
く

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

秋
山 

ク
ニ
コ

久
郷
ポ
ン
ナ
レ
ッ
ト
、久
郷
真
輝 

著 

メ
デ
ィ
ア
イ
ラ
ン
ド 

2
0
1
5
年

2
0
0
0
円（
税
抜
）
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コリアボランティアチームの一員として実施したクラウドファン
ディング。12月31日、無事に目標金額を達成しました。特に、
30日を過ぎてからは多くの方に背中を押していただき、最終日
には自分でも把握が追いつかないほど。改めて、たくさんの仲
間に支えられていることを実感しました。そして、こうした地道
な草の根活動が未来を少しずつ変えるのだ！と信じて、これか
らもサポートしていくことを誓うのでありました。（宮）

冬No.319 201623

人  事

募金にご協力ありがとうございます
JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。
JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

募 金 集 計

無指定
タイ
カンボジア
ラオス
南 アフリカ
アフガニスタン
イラク
スーダン
パレスチナ
南タイ
コリア
東日本 大 震 災
みどり一 本
東 京 管 理
調 査 研 究
コンサート

1 0 , 3 0 3 , 7 0 6
1 4 , 5 0 0

6 3 3 , 5 4 7
5 6 0 , 8 5 8

1 , 1 3 0 , 6 5 3
8 2 9 , 9 3 2
9 2 1 , 4 9 0

2 , 1 7 7 , 9 1 0
2 , 1 6 2 , 3 1 5

2 0 , 3 3 3
1 9 7 , 8 0 0

1 , 5 1 8 , 8 8 7
1 3 8 , 0 0 0

2 1 , 5 0 0
1 , 5 0 0

3 4 0 , 4 5 8

合 　 計 円2 0 , 9 7 3 , 3 8 9

指 定 先 期 間（ 9～ 1 1月）

編 集 後 記

※上表に「夏 /冬の募金」も含みます。

入   職

週末は気仙沼。海の仕事と人に出逢う旅2016

異　動

平野  将人  ラオス事務所現地代表
 （11月16日付：ラオス事業担当より）
 ※南タイ事業担当兼務

林  真理子  ラオス事務所現地調整員
 （11月16日付：現地代表より、非常勤）

退   職

皆嶋  円  カンボジア事務所現地調整員（12月31日付）

募 集コーナー

養殖体験や見学を通じて気仙沼・四ヶ浜地域の暮らしを満
喫します。普段は経験できない、牡蠣・わかめの養殖体験や
水産加工工場の見学などワクワクする企画が盛りだくさん！
気仙沼の人々とふれあう中で地域の魅力や現状を感じてく
ださい。皆様のご参加を心よりお待ちしています！！

： 2016年2月27日（土）～28日（日）
  ※1泊2日、現地集合/現地解散(JR気仙沼駅)
： 17,000円（税込）※現地交通費、
  宿泊費（夕／朝食付）、昼食代を含む

※詳細は、同封のチラシをご覧ください。

日 程

代 金

JVC合唱団 4月6日練習開始
合唱をする―これもひとつの国際協力。今年は、誰かのために
歌いませんか？「合唱を通じてボランティアに参加できること
に誇りが持てている」合唱団員の言葉です。

： J.S.バッハ「マニフィカト」「クリスマス・オラトリオ」
： JVC国際協力コンサート2016
 第28回東京公演 2016年12月4日（日）15時開演
： 2016年4月6日以降、毎週水曜日18時半～21時
： 日本ホーリネス教団　東京中央教会
 （新宿区北新宿1-24-12）
： 一般3,000円（月額）、学生2,000円（月額）

お申込・お問合せ  JVCコンサート事務局 石川
TEL：03-3836-4108、MAIL：concert@ngo-jvc.net

お問合せ ： 石川・寺西 TEL：03-3834-2388
MAIL： tomoko@ngo-jvc.net

投稿先  会員担当 宮西まで
MAIL： miyanishi@ngo-jvc.net  FAX： 03-3835-0519

演 目
本 番

練習期間
練習場所

練 習 費

2016年度東京事務所インターン
1年間、週2日スタッフの仕事を手伝いながら、NGOの視点や問題
意識を学ぶインターン制度。実際の仕事を通して、様々な機会や出
会いが得られます。各分野で募集中です。

： 2016年2月29日（月）
： JVCホームページよりご確認ください

応募締切
応募方法

皆さまからの投稿をお待ちしています
ぜひ、JVCや会報誌に関するご意見・ご希望をお寄せください。ま
た、「JVCなひと」への自薦寄稿も大歓迎！ JVCの会員になった
きっかけや最近の関心事など、800字以内でお送りください。そし
て、「いまさら聞けないQ&A」でも質問を募集中です。会員になっ
て長いけどそういえば聞いてみたいことがあった、まだ会員になっ
たばかりだから教えてほしいことがある等々、なんでも結構です。皆
様からの投稿をお待ちしております！

木村  茂  ラオス事業担当（10月19日付）
タイでLinkというNGOを設立し、10年以上
にわたって農村住民による地域の自然資源管
理の実現を目指す活動を支援してきました。こ
の経験を生かし、魅力あふれるラオスの人々の
活動を応援したり、日本にラオスを紹介したい
と思っています。



J V Cでは会員を募集しています

会 員 数（ 1月 1 日 現 在 ） 合 計 1 , 0 6 6 名（ 正 会 員 5 6 4 名  賛 助 会 員 5 0 2 名 ）

一般会員
学生会員
団体会員

それぞれに
正会員と賛助会員があります

10,000円
5,000円

30,000円

◎発行  ＝ 日本国際ボランティアセンター（JVC） 〒110-8605 東京都台東区上野5-3-4 クリエイティブOne秋葉原ビル6F TEL 03-3834-2388  FAX 03-3835-0519

◎発行人  ＝ 谷山博史　◎編集人  ＝ 大野和興・長谷部貴俊　◎編集スタッフ ＝ 樫田秀樹・細野純也　◎デザイン  ＝ 渡部健　◎印刷  ＝ 株式会社ベスト・プリンティング

本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。本誌は、日本の森の間伐材を有効利用して作られた用紙「間伐材印刷用紙」（古紙 9 0 %、間伐材パルプ1 0 %）で作成しました。

2 0 1 6 年 1 月 2 0 日 発 行（ 通 巻 3 1 9 号・年 4 回 発 行 ）

T r i a l & E r r o r   トライア ル・アンド・エラー  （ 試 行 錯 誤 ）

日本国際ボランティアセンター（J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  V o l u n -
t e e r  C e n t e r）は、1 9 8 0年2月、タイのバンコクで誕生した市民に
よる国際協力団体です。J V Cの活動目的は、国際社会のなかで、社
会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリ
カ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方
と人間関係をつくり出そうということにあります。そのため私たち
は、自らの意志でJ V Cに参加し、活動を継続してきました。J V Cはボ
ランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任ある行動をと
る」という意味で団体名として使っています。

会員は総会に出席し、 J V Cの方針などを決定するほ
か、情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習
会等へ参加することができます。会員の方には年 4回
この会報誌と年次報告書をお届けします。
入会のお申し込みや、会員の方の住所変更などは会員
担当の宮西まで。

J V Cのオリエンテーション（説明会）にお越しください

第1月曜日 午後7：00～8：30
第2・第4土曜日 午後2：00～3：30

J V Cの活動内容をご紹介しています。
お気軽にご参加ください。

JVC東京事務所

miyanishi@ngo-jvc.net

無料 不要

http://www .ngo-jvc .net/ info@ngo-jvc .net NGOJVCFacebook twit ter @ngo_ jvc

会   場

メールアドレス

ウェブサイト メールアドレス

参加費 予  約

中面で紹介しているJVCとレ・ロマネスクのコラボレーション企画
「TiQNoKo」プロジェクト、プロモーションビデオ撮影時の一枚。
小学校では全校生徒と先生がレ・ロマネスクをあたたかく迎えてく
れました。事前に楽曲「TiQNoKo」を聞いてくれていた生徒たち
は、本人たちを前に曲を大合唱！「現地の言葉で伝えたい」という
強い想いのもと、オールクメール語で制作された「TiQNoKo」
CDの発売は2016年4月！ 詳細は中面14ページをご覧ください。

定価  5 0 0円（税込）

特定非営利活動法人


